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一
　
は
じ
め
に

　
自
由
か
つ
自
律
的
な
生
を
送
る
能
力
は
、
有
体
・
無
体
を
問
わ
ず
、
個
人
を
取
り
巻
く
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
。
財
産
制
度
は
、
こ
の
う
ち
物
質
的
資
源
に
つ
き
排
他
的
に
使
用
す
る
権
利
を
保
障
し
、
個
人
の
自
律
に
資
す
る
。
財
産
の
所
有
者
で

あ
る
「
持
て
る
自
己
（propertied Self

）」
は
、
当
該
制
度
の
も
と
、
社
会
的
、
経
済
的
、
法
的
な
承
認
お
よ
び
保
護
を
等
し
く
受
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
他
方
で
、
財
産
を
有
し
て
い
な
い
「
持
た
ざ
る
他
者
（have-not O

ther

）」
は
、
社
会
的
、
経
済
的
、
法

的
に
無
力
か
つ
脆
弱
で
、
他
者
に
依
存
し
た
存
在
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い（
1
）る。

財
を
持
た
な
い
者
の
周
縁
性
が
と
り
わ
け
顕
著
と

な
る
の
は
、
彼
ら
の
望
む
財
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
禁
止
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

　
む
ろ
ん
、
私
人
に
よ
る
財
の
提
供
禁
止
の
う
ち
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
も
の
は
、「
差
別
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
我
が

国
の
障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
民
間
事
業
者
に
対
し
て
「
障
害
」
を
理
由
と
し
た
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
禁
止
し
て
お
り
、
他
の
諸
外

国
も
各
種
法
制
度
に
よ
り
、
人
種
や
性
別
な
ど
の
個
人
の
意
思
で
変
更
し
が
た
い
事
由
に
基
づ
く
別
異
取
扱
い
を
禁
止
し
て
い（
2
）る。
こ
の

よ
う
な
立
法
動
向
に
照
ら
せ
ば
、
公
的
主
体
の
み
な
ら
ず
、
私
人
に
よ
る
恣
意
的
な
財
の
提
供
拒
否
も
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
時
、
財
の
提
供
拒
否
は
、
上
記
の
典
型
的
な
「
差
別
」
事
案
か
ら
さ
ら
な
る
拡
張
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
背
景
に

あ
る
の
は
、
公
共
空
間
の
私
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
排
除
の
事
由
お
よ
び
局
面
の
多
様
化
で
あ
る
。
公
共
広
場
に
代
表
さ
れ
る
典
型
的
な
公

共
空
間
は
、
民
営
化
に
よ
り
私
人
に
管
理
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
加
え
て
、
大
型
商
業
施
設
を
は
じ
め
と
し
た
私
人
所
有
の
空
間
が
、
都
市
の

社
会
生
活
の
中
心
を
占
め
る
に
至
る
。
こ
の
よ
う
な
都
市
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
排
除
の
対
象
は
、
デ
モ
を
行
う
市
民
の
排

除
、
飲
酒
を
す
る
者
、
若
者
の
不
良
グ
ル
ー
プ
、
へ
と
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
個
人
の
排
除
が
ド
イ
ツ
憲
法
学
界
に
お
い
て
認
識
さ
れ
る
契
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機
と
な
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
で
あ（
3
）る。
同
判
決
で
は
、
国
家
が
株
式
の
過
半
数
を
所
有
す
る
株
式
会
社
の
管
理
下
に
あ
る
空
港

で
デ
モ
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
続
く
缶
ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
決（
4
）定で

は
、
私
人
が
所
有
す
る
ニ
ー
ベ
ル
ン

ゲ
ン
広
場
に
お
い
て
、
国
家
に
よ
り
独
占
さ
れ
て
い
た
「
安
全
」
の
私
化
に
対
す
る
注
意
喚
起
を
目
的
と
し
た
、「
飲
酒
」
を
伴
う
「
集

会
」
の
実
施
の
是
非
が
問
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ジ
ア
ム
禁
止
決（
5
）定で
は
、
暴
力
的
な
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
「
全

国
的
ス
タ
ジ
ア
ム
禁
止
」
が
憲
法
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い（
6
）る。

　
こ
れ
ら
の
指
標
に
よ
る
排
除
に
対
し
て
、「
平
等
権
に
反
す
る
差
別
」
と
し
て
禁
止
す
る
場
合
に
も
、「
実
体
的
権
利
の
制
約
」
と
し
て

防
御
権
的
に
対
抗
す
る
場
合
に
も
困
難
が
伴
う
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
排
除
は
、
個
人
の
「
行
為
」
を
規
制
す
る
側
面
を
持
ち
、
人
種
や
性

別
の
よ
う
な
、
個
人
の
意
思
で
変
更
し
が
た
い
指
標
に
基
づ
く
差
別
的
な
不
平
等
取
扱
い
と
容
易
に
結
論
づ
け
ら
れ
な（
7
）い。
ま
た
、
実
体

的
権
利
に
対
す
る
不
当
な
干
渉
と
し
て
構
成
す
る
場
合
も
、
当
該
権
利
の
制
約
に
よ
り
生
じ
る
権
利
侵
害
の
軽
微
性
か
ら
、
排
除
さ
れ
る

個
人
の
主
張
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
都
市
空
間
の
中
枢
を
担
う
私
的
空
間
か
ら
排
除
さ
れ
る
個
人
が
、
権
利
論
か
ら
対
抗
す

る
こ
と
に
は
高
い
障
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
。

　
本
稿
は
、
以
上
の
問
題
状
況
に
鑑
み
、
権
利
論
で
は
な
く
、
財
産
権
者
の
負
う
義
務
か
ら
考
察
す
る
。
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
デ
モ

参
加
者
の
排
除
と
い
う
局
面
を
念
頭
に
、「
財
産
権
の
社
会
的
拘
束
」
概
念
か
ら
財
産
権
者
の
受
忍
義
務
（D

uldungspflicht

）
を
導
出
す

る（
8
）、
ゴ
ル
ニ
ク
（Andreas G

ornik

）
の
見
解
を
参
照
す（
9
）る。
財
産
権
は
、
あ
る
物
を
「
我
が
も
の
」
と
す
る
点
で
す
ぐ
れ
て
個
人
的
で

あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
、
他
者
が
所
有
し
使
用
す
る
自
由
を
制
限
す
る
意
味
で
社
会
的
側
面
を
持
つ
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う

な
社
会
的
側
面
を
財
産
権
に
内
在
的
な
性
質
と
位
置
づ
け
、
財
産
権
者
に
対
し
て
一
定
の
義
務
を
課
す
道
筋
を
探
る
。
こ
れ
を
論
じ
る
前

提
と
し
て
、
以
下
で
は
ま
ず
、
公
共
空
間
の
私
化
に
伴
う
基
本
権
保
障
の
後
退
と
い
う
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
従
来
の
間
接
拘
束
説
を

「
高
め
る
（intensivieren

）」
戦
略
が
必
要
で
あ
る
と
説
く
（
二）10
（

）。
一
方
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
基
本
権
は
、
新
た
な
管
理
者
た
る
私
人
の
基

本
権
と
衡
量
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
家
の
保
護
義
務
は
、
そ
れ
を
達
成
す
る
手
段
の
多
様
性
を
理
由
に
、
ミ
ニ
マ
ム
保
障
と
し
て
の
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過
少
保
護
禁
止
原
則
が
適
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
他
方
、
財
産
権
者
は
、
私
的
効
用
性
の
十
全
な
保
障
を
目
的
と
し
た
排
除
権
に
よ
り
、

自
ら
の
望
ま
な
い
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
財
産
の
使
用
を
恣
意
的
に
排
除
で
き
る
、
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
該
原
則
を
貫
徹
す
れ
ば
、
私
人

所
有
の
公
共
空
間
に
お
け
る
自
由
権
は
行
使
可
能
性
を
失
う
。
そ
こ
で
、
従
来
の
間
接
的
基
本
権
拘
束
の
保
障
レ
ヴ
ェ
ル
を
引
き
上
げ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
国
家
と
同
等
の
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
法
理
と
し
て
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
私
的
管
理
者
が
「
公

衆
に
対
し
て
自
ら
財
産
を
開
い
た
」
こ
と
か
ら
、
管
理
権
を
「
放
棄
」
し
た
と
解
釈
す
る
、
自
己
拘
束
説
を
検
討
す
る
（
三
）。
こ
の
見

解
は
判
例
お
よ
び
学
説
で
散
見
さ
れ
る
が
、「
公
開
性
」
の
み
で
は
放
棄
の
意
思
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、
理
論
的
な
不

十
分
性
も
指
摘
さ
れ
る
。
そ
こ
で
対
案
と
し
て
、
社
会
的
拘
束
説
を
提
示
す
る
。
同
説
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
拘
束
は
あ
ら
ゆ
る
財
産
に
内

在
し
、
公
共
空
間
の
よ
う
に
、
と
り
わ
け
大
き
な
社
会
的
連
関
を
持
つ
財
産
に
は
大
き
な
拘
束
が
伴
う
。
も
っ
と
も
、
社
会
的
拘
束
が
課

す
義
務
の
不
明
確
性
か
ら
、
具
体
的
な
基
準
定
立
の
必
要
性
も
説
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
当
該
基
準
と
し
て
、
公
共
空
間

か
ら
の
排
除
に
対
す
る
「
実
質
的
理
由
」
に
よ
る
正
当
化
で
あ
る
こ
と
を
示
す
（
四
）。
最
後
に
、
検
討
と
し
て
、
財
産
権
か
ら
義
務
を

論
じ
る
社
会
的
拘
束
説
を
、
他
の
平
等
権
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
直
接
拘
束
説
と
の
比
較
で
論
じ
、
暫
定
的
擁
護
を
試
み
る
（
五
）。

二
　
自
由
な
排
除
か
ら
「
高
め
ら
れ
た
」
基
本
権
保
護
へ

㈠
　
公
共
空
間
の
私
化
と
基
本
権
保
障
の
後
退

1　
「
ミ
ニ
マ
ム
」
な
基
本
権
保
護

　
⑴
　
他
者
の
基
本
権
と
の
衡
量

　
あ
る
空
間
が
、
私
化
（Privatisierung

）
に
伴
い
私
人
が
所
有
す
る
空
間
へ
と
変
貌
す
る
場
合
、
基
本
権
の
保
障
に
関
す
る
重
要
な
変
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化
が
生
じ
る
。
ケ
ン
メ
ラ
ー
（Jörn Axel Käm

m
erer

）
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
変
化
す
る
の
は
「
基
本
権
保
護
の
態
様
と
質
（M

odus und 

Q
ualität

）」
で
あ
）
11
（

る
。
集
会
の
自
由
は
、
か
つ
て
の
公
共
空
間
で
は
防
御
権
的
に
主
張
さ
れ
る
。
防
御
権
と
し
て
の
基
本
権
は
、「
個
別

の
基
本
権
に
よ
り
侵
害
に
対
す
る
限
界
づ
け
（Eingriffsshranken

）
が
厳
格
に
保
障
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
の
基
本
権
は
絶
対
的
に
機

能
す
）
12
（
る
」。
と
こ
ろ
が
、
公
的
主
体
に
代
わ
っ
て
、
当
該
空
間
を
私
人
が
所
有
す
る
場
合
、
保
護
義
務
の
問
題
へ
と
変
化
す
る
。
保
護
義

務
に
よ
る
基
本
権
の
保
護
に
は
、
他
者
の
権
利
と
い
う
限
界
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
防
御
権
と
の
違
い
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
国
家
に
よ
る
侵
害
（Eingriff

）
は

―
い
か
な
る
強
度
の
侵
害
で
あ
ろ
う
と
常
に

―
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
が
、
基
本
権
は
、

保
護
義
務
に
従
え
ば
、
多
様
な
基
本
権
主
体
の
諸
利
益
と
の
実
践
的
整
合
の
結
果
、
保
護
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
）
13
（

る
。
そ
し
て
、

私
化
と
い
う
局
面
に
お
い
て
問
題
と
な
る
他
の
基
本
権
主
体
の
権
利
と
は
、
職
業
の
自
由
（
基
本
法
一
二
条
）、
財
産
権
（
基
本
法
一
四

条
）
で
あ
る
。

　
⑵
　
過
剰
侵
害
禁
止
か
ら
過
少
保
護
禁
止
へ

　
ユ
ー
ザ
ー
の
基
本
権
保
護
の
限
界
を
審
査
基
準
論
か
ら
説
く
見
解
も
存
在
す
る
。
カ
リ
ー
ス
（Christian Calliess

）
は
、
基
本
権
の
地

位
が
防
御
権
か
ら
保
護
義
務
へ
変
動
す
る
こ
と
に
伴
い
、
審
査
の
基
準
が
過
剰
侵
害
禁
止
か
ら
過
少
保
護
禁
止
へ
と
移
行
す
る
と
指
摘
す

る
）
14
（

。
防
御
権
的
構
成
か
ら
は
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
国
家
の
行
為
が
拘
束
さ
れ
る
が
、
保
護
義
務
に
お
い
て
は
、
か
か
る
明
確
な
基
準

は
な
）
15
（
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「『
侵
害
』
と
結
び
つ
い
た
防
御
権
と
異
な
り
、
私
人
の
行
為
か
ら
の
保
護
と
い
う
目
標
（Ziel

）
は
、
国
家
の

あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、﹇
国
家
に
対
し
て
﹈
望
ま
れ
る
行
為
に
つ
い
て
の
明
確
で
一
義
的
な
出
発
点

（Ansatzpunkt

）
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
）
16
（

る
」。

　
審
査
基
準
が
過
剰
侵
害
禁
止
か
ら
過
少
保
護
禁
止
へ
移
行
す
る
場
合
、
両
者
の
非
対
称
性
が
私
的
主
体
に
よ
る
干
渉
を
受
け
る
個
人
に

と
っ
て
問
題
と
な
）
17
（

る
。
た
し
か
に
学
説
は
両
者
を
対
概
念
と
し
て
論
じ
て
き
た
が
、
両
者
は
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
公
的
主
体

が
管
理
す
る
公
共
空
間
で
の
集
会
が
禁
止
さ
れ
る
場
合
、
防
御
権
的
に
審
査
さ
れ
、
過
剰
な
侵
害
で
あ
る
か
と
い
う
点
が
審
査
さ
れ
る
。
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し
か
し
、

―
時
系
列
的
に
捉
え
れ
ば

―
そ
の
後
、
当
該
空
間
が
私
的
主
体
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
場
合
、
過
少
保
護
禁
止
が
適
用
さ

れ
る
。
そ
の
場
合
、
集
会
が
保
護
さ
れ
る
の
は
、
ミ
ニ
マ
ム
な
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
極
め
て
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ

る
こ
と
と
な
）
18
（
る
。
極
限
的
事
例
に
限
定
さ
れ
た
基
本
権
保
護
を
、
帰
結
と
し
て
受
け
入
れ
が
た
い
と
評
価
す
る
論
者
は
、
侵
害
概
念
を
拡

張
し
、
国
家
に
帰
責
す
る
（zurechnen

）
方
法
を
追
求
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
論
は
、
そ
の
よ
う
な
試
み
の
一
つ

で
あ
）
19
（

る
。
本
稿
で
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
同
論
へ
の
評
価
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
純
粋
に
私
人
の
み
が
管
理
す
る
空
間
に
お
け
る
基
本
権

行
使
に
つ
き
、
防
御
権
的
構
成
は
否
定
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

2　

財
産
権
に
基
づ
く
「
自
由
な
排
除
」

　
⑴
　「
建
物
管
理
権
」
の
基
礎
と
し
て
の
民
法

　
ユ
ー
ザ
ー
の
基
本
権
は
最
低
限
保
障
で
あ
る
一
方
、
空
間
の
管
理
者
は
、「
建
物
管
理
権
（H

ausrecht

）」
と
い
う
排
他
的
な
権
利
を
有

す
る
と
さ
れ
）
20
（

る
。「
空
間
的
防
御
権
（räum

liches Abw
ehrrec

）
21
（ht

）」
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
こ
の
建
物
管
理
権
は
、
空
間
的
保
護
領
域
た

る
空
間
へ
の
立
ち
入
り
を
「
干
渉
（Störung

）」
と
し
て
排
除
す
る
権
利
を
保
障
す
る
。
な
お
、
こ
の
権
利
の
法
的
基
礎
を
、
民
法
に
求

め
る
か
、
刑
法
一
二
三
条
（
住
居
侵
入
罪
を
規
定
）
に
求
め
る
か
に
つ
き
争
い
が
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
（M

artin Prothm
ann

）
は
、

民
法
を
そ
の
基
礎
と
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
）
22
（
る
。
た
し
か
に
、
建
物
管
理
権
は
歴
史
上
、
刑
法
的
性
質
を
有
し
て
お
り
、
建
物
管
理
権

の
根
幹
を
成
す
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ロ
ー
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
究
極
的
手
段
（ultim

a ratio

）
と
し
て
の
刑
法
一

二
三
条
は
、
そ
の
処
罰
対
象
を
、
単
な
る
管
理
権
の
侵
害
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
社
会
的
害
悪
が
大
き
く
刑
罰
に
値
す
る
行
為
態
様
に
限

定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
刑
法
規
定
は
、
私
法
上
の
建
物
管
理
権
の
一
部
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
）
23
（
る
。

　
⑵
　「
排
除
権
」
と
し
て
の
具
体
化

　
建
物
管
理
権
は
、
他
者
を
排
除
す
る
権
利
、
す
な
わ
ち
「
排
除
権
（Ausschlussrecht
）」
を
規
定
す
る
民
法
九
〇
三
条
に
具
体
化
さ
れ
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て
い
る
。
民
法
九
〇
三
条
は
、
デ
ィ
ー
ト
ラ
イ
ン
（Johannes D

ietlein

）
に
よ
れ
ば
、
同
条
の
規
定
す
る
排
除
権
は
、
財
産
権
を
保
障
す

る
基
本
法
一
四
条
の
核
心
的
要
素
で
あ
り
、
か
か
る
排
除
権
こ
そ
が
私
法
上
の
財
産
権
を
特
徴
づ
け
る
「
モ
デ
ル
（Leitbild

）」
で
あ
）
24
（

る
。

排
除
権
を
定
め
る
民
法
九
〇
三
条
一
文
に
よ
れ
ば
、「
物
の
所
有
者
は
、
法
律
又
は
第
三
者
の
権
利
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け
な
い
限
り
、

そ
の
物
を
自
由
に
用
い
（nach Belieben verfahren

）、
か
つ
、
他
人
に
よ
る
一
切
の
干
渉
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
）
25
（
る
」。
さ
ら
に
そ
の

防
御
手
段
と
し
て
の
妨
害
排
除
請
求
権
を
規
定
す
る
民
法
一
〇
〇
四
条
一
項
一
文
に
よ
れ
ば
、「
所
有
者
が
占
有
の
侵
奪
又
は
留
置
以
外

の
方
法
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
所
有
者
は
侵
害
者
に
対
し
て
侵
害
の
排
除
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
」、
ま
た
、
不
作
為
請
求

権
を
規
定
す
る
一
〇
〇
四
条
一
項
二
文
で
は
、「
さ
ら
な
る
侵
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
は
、
そ
の
不
作
為
を
求
め
て
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。
こ
の
よ
う
に
、

―
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
民
法
一
〇
〇
四
条
二
項
の
定
め
る
「
所
有
者
が
侵
害
を

受
忍
す
る
義
務
を
負
う
と
き
」
と
い
う
例
外
的
な
場
合
を
除
き

―
民
法
上
は
、
干
渉
を
排
除
す
る
権
利
と
そ
の
手
段
を
保
障
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
⑶
　「
干
渉
」
の
広
範
性

　
民
法
は
干
渉
を
排
除
す
る
権
利
を
財
産
権
の
核
心
的
要
素
と
し
て
保
障
す
る
が
、
何
が
「
干
渉
」
を
構
成
す
る
か
が
問
わ
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
管
理
者
の
望
ま
な
い
方
法
で
財
産
を
用
い
る
の
み
で
は
、
財
の
実
質
（Sachsubstanz

）
は
破
壊
さ
れ
ず
、
干
渉
に
該
当
し
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
）
26
（
る
。

　
し
か
し
、
管
理
者
の
望
ま
な
い
財
産
使
用
そ
れ
自
体
も
概
括
的
に
干
渉
と
し
て
分
類
さ
れ
る
こ
と
は
見
解
の
一
致
を
み
て
い
）
27
（

る
。
と
い

う
の
も
、
こ
の
よ
う
な
広
範
な
「
干
渉
」
要
件
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
、
多
く
の
場
合
、
財
産
権
が
保
障
す
る
私
的
効
用
性

（Privatnützigkeit

）
は
、
価
値
を
失
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
所
有
者
（
管
理
者
）
の
私
的
効
用
性
は
、
排
除
権
が
有
す
る
消
極
的
・

積
極
的
機
能
に
よ
り
相
互
補
完
的
に
保
障
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
排
除
権
は
、
非
財
産
権
者
た
る
第
三
者
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

干
渉
を
排
除
す
る
と
い
う
消
極
的
意
義
に
よ
り
、
自
己
の
物
を
自
由
に
用
い
る
と
い
う
積
極
的
意
義
が
貫
徹
さ
れ
、
両
者
は
相
互
補
完
的
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な
関
係
を
な
し
て
い
る
。
ゴ
ル
ニ
ク
に
よ
れ
ば
、
排
除
権
を
中
心
と
す
る
「
既
存
の
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
財
産
権
者
は
、
私
的
自
治
に
基

づ
き
行
っ
た
決
定
に
従
い
、
自
ら
が
管
理
す
る
公
共
空
間
か
ら
原
則
と
し
て
恣
意
的
に
（w

illkürlich

）
ユ
ー
ザ
ー
を
排
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
の
で
あ
）
28
（
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
干
渉
の
認
定
に
は
財
の
実
質
に
対
す
る
他
者
の
働
き
か
け
は
必
要
な
く
、
排
除
権
に
基
づ
き
他
者
の
敷
地
の
立
ち
入
り

す
ら
も
（das bloße Betreten

）、
干
渉
と
し
て
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
）
29
（

る
。

　
⑷
　
小
　
括

　
以
上
の
前
提
か
ら
は
、
ケ
ン
メ
ラ
ー
が
か
つ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
私
化
は
「
基
本
権
保
護
の
事
実
上
の
後
退
（tatsächliche 

M
inderung des G

rundrechtsschutzes

）」
を
も
た
ら
）
30
（
す
。
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
自
由
と
の
関
連
で
は
、
一
方
で
、
集
会
の
自
由
は
、

防
御
権
か
ら
保
護
義
務
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
、
た
と
え
ば
他
の
集
会
に
適
し
た
場
所
が
全
く
存
在
し
な
い
、
と
い
っ
た
例
外
的
な
場

合
を
除
き
、
集
会
の
実
施
が
困
難
と
な
る
。
他
方
で
、
空
間
管
理
者
は
財
産
権
に
基
づ
き
、
自
ら
の
望
ま
な
い
使
用
方
法
で
空
間
を
使
用

す
る
ユ
ー
ザ
ー
を
排
除
す
る
こ
と
が
原
則
と
し
て
可
能
と
な
る
。

㈡
　
法
理
の
修
正
可
能
性
と
課
題

1　

国
家
と
同
等
の
義
務
の
導
出
？

　
⑴
　「
す
べ
て
の
自
由
を
飲
み
込
む
」
財
産
権

　
従
来
の
法
理
に
よ
れ
ば
、「
公
共
空
間
に
お
い
て
、
自
由
な
私
的
自
治
に
従
い
行
使
さ
れ
る
建
物
管
理
権
は
、
こ
れ
ら
の
空
間
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
の
行
使
を
禁
止
で
き
る
こ
と
に
な
）
31
（
る
」。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
前
提
と
す
れ
ば
、「
財
産
権

は
『
公
共
空
間
に
お
け
る
す
べ
て
の
基
本
権
を
飲
み
込
み
、
押
し
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
、
メ
タ
基
本
権
（M

eta-G
rundrecht

）』
と
な
っ
て

し
ま
う
」
と
問
題
提
起
す
る
の
が
、
ゴ
ル
ニ
ク
で
あ
）
32
（

る
。
私
有
地
に
お
け
る
集
会
と
い
う
一
つ
の
局
面
に
限
れ
ば
、
影
響
を
受
け
る
の
は
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集
会
の
自
由
の
み
で
あ
り
、
そ
の
影
響
も
軽
微
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
恣
意
的
な
行
使
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る

の
は
、
な
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
に
限
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
公
共
空
間
の
ユ
ー
ザ
ー
の
あ
ら
ゆ
る
自
由

―
た
と
え
ば
芸
術

の
自
由
、
信
教
の
自
由
、
さ
ら
に
は
移
動
の
自
）
33
（
由
、
一
般
的
行
為
自
由
で
す
ら

―
が
同
様
に
恣
意
的
に
排
除
さ
れ
か
ね
な
）
34
（
い
。

　
⑵
　
判
例
に
お
け
る
国
家
と
同
等
の
義
務

　
一
般
公
衆
に
開
か
れ
、
通
行
機
能
を
有
す
る
公
共
空
間
を
管
理
す
る
私
的
主
体
が
、
財
産
権
を
用
い
て
自
ら
の
空
間
に
立
ち
入
る
ユ
ー

ザ
ー
の
諸
権
利
の
行
使
可
能
性
を
支
配
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
間
接
的
基
本
権
拘
束
を
「
高
め
る
」
必
要
が
あ
る
。

　
間
接
的
基
本
権
拘
束
を
「
高
め
る
」
戦
略
と
は
、
具
体
的
に
は
、
私
人
に
対
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
国
家
と
同
等
の
義
務
を
負
わ
せ
る

こ
と
を
指
す
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
保
護
を
行
っ
た
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
の
傍
論
部
分
で
あ
る
。

こ
の
傍
論
で
は
、「
私
人
自
身
が
基
本
権
を
有
し
て
い
る
と
し
て
も
、
伝
統
的
に
国
家
に
比
肩
す
る
義
務
者
・
保
障
者
と
し
て
の
地
位

（Pflichten-oder G
arantenstellung

）
に
ま
で
事
実
上
、
伸
長
（hineinw

achsen

）
し
て
い
る
場
合
に
は
、

―
間
接
的
第
三
者
効
力
と
い

う
方
法
で
（etw

a im
 W

ege der m
ittelbaren D

rittw
irkung

）

―
﹇
国
家
と
﹈
類
似
し
た
、
あ
る
い
は
同
等
の
義
務
を
基
本
権
に
よ
り
課

さ
れ
る
」
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
）
35
（
た
。
す
な
わ
ち
、「
私
人
の
間
接
的
基
本
権
拘
束
は
、
保
障
内
容
お
よ
び
事
案
の
状
況
次
第
で
は
、
国

家
の
基
本
権
拘
束
に
む
し
ろ
接
近
し
、
さ
ら
に
は
同
程
度
の
も
の
と
な
る
（nahe oder auch gleich kom

m

）
36
（en

）」
の
で
あ
る
。
当
該
傍
論

部
分
は
、
実
質
的
私
化
に
伴
い
、
私
人
が
所
有
す
る
広
場
に
お
け
る
集
会
を
保
護
す
る
た
め
に
、
缶
ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
決
定
に

お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
傍
論
部
分
は
、
論
争
誘
発
的
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
後
の
判
断
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
同
一

の
文
言
の
使
用
に
抑
制
的
だ
が
、
同
趣
旨
の
判
示
は
そ
の
後
の
ス
タ
ジ
ア
ム
禁
止
決
定
で
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

2　

求
め
ら
れ
る
規
範
的
正
当
化

　
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
右
の
よ
う
な
判
示
は
、
規
範
的
正
当
化
を
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
批
判
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
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フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
に
お
け
る
シ
ュ
ル
ッ
ケ
ビ
ー
ア
裁
判
官
反
対
意
見
は
、
集
会
の
自
由
と
財
産
権
の
衡
量
に
お
い
て
、
な
ぜ
前
者
に
優
位

が
認
め
ら
れ
る
の
か
が
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
、
と
指
摘
す
）
37
（

る
。
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
で
は
、
基
本
法
八
条
の
保
護
領
域
を
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
公
衆
の
通
行
用
地
（die allgem

einen Verkehrsflächen

）
へ
一
般
的
に
拡
張
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
保
護
領
域
の
段
階
で
は
じ
め
か
ら
集
会
の
自
由
に
有
利
に
働
く
よ
う
に
、
両
基
本
権
の
衝
突
に
関
す
る
決
断

は
、
論
点
先
取
り
的
に
行
わ
れ
て
し
ま
う
。」
す
な
わ
ち
、
集
会
の
実
施
の
態
様
と
の
関
係
で
、「
財
産
権
は
、
た
だ
正
当
化
の
段
階
で
考

慮
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
」
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
通
行
用
地
の
管
理
者
は
、
時
に
国
家
と
同
様
の
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に
根
拠
づ
け
る
に
足
る
正
当
化
は
未
解
決
の
ま
ま
な
の
で
あ
）
38
（

る
。

　
排
除
権
を
中
心
的
な
構
成
要
素
と
す
る
財
産
権
の
行
使
に
よ
っ
て
、
集
会
の
自
由
を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
自
由
が
飲
み
込
ま
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
防
ぎ
、
私
人
所
有
の
敷
地
に
お
け
る
自
由
権
行
使
に
「
息
つ
く
空
間
」
を
与
え
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
批
判
に
耐
え
う

る
規
範
論
の
定
立
は
急
務
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
財
産
権
も
無
制
約
で
は
な
く
、
財
産
権
者
が
受
忍
義
務
を
負
う
場
合
が
あ
る
こ
と
は
広
く

承
認
さ
れ
て
き
た
。
以
下
で
は
、
ま
ず
財
産
権
を
制
約
す
る
理
由
付
け
の
一
つ
と
目
さ
れ
る
自
己
拘
束
説
を
参
照
す
る
。

三
　
自
己
拘
束
説
に
よ
る
義
務
の
導
出
？

㈠
　
受
忍
義
務
の
前
提
条
件

　
排
除
権
が
ど
れ
ほ
ど
広
範
に
干
渉
か
ら
保
障
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
第
三
者
の
干
渉
を
排
除
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
財

産
所
有
者
が
か
か
る
侵
害
を
受
忍
す
べ
き
義
務
（
受
忍
義
務
）
を
負
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

　
受
忍
義
務
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
場
合
が
存
在
す
る
。
第
一
に
、
法
律
に
よ
り
受
忍
義
務
が
課
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
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一
つ
の
例
は
、
二
〇
〇
六
年
に
ド
イ
ツ
で
施
行
さ
れ
た
、「
一
般
平
等
取
扱
法
（Allgem
eines G

leichbehandlungsgesetz, AG
G

）」
で
あ
）
39
（
る
。

加
え
て
、
ド
イ
ツ
民
法
上
、
法
律
に
よ
り
課
さ
れ
る
受
忍
義
務
と
し
て
、
民
法
九
〇
四
条
に
定
め
ら
れ
た
緊
急
避
難
（notstandähnliche 

Situationen

）
が
挙
げ
ら
れ
よ
）
40
（
う
。
こ
の
規
定
に
基
づ
き
、
た
と
え
ば
、
自
動
車
事
故
の
現
場
で
重
症
部
分
の
手
当
を
行
う
た
め
に
同
意

な
く
他
者
の
救
急
箱
を
使
用
す
る
場
合
、
所
有
者
の
受
忍
義
務
が
認
め
ら
れ
る
、
と
解
さ
れ
て
い
）
41
（
る
。

　
第
二
に
、
承
諾
、
す
な
わ
ち
自
己
拘
束
（die Selbstverpflicht

）
42
（

ung

）
に
基
づ
く
場
合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
意
に
基
づ
く
場
合
は
、
さ
ら

に
二
つ
の
場
合
に
分
け
ら
れ
、
①
契
約
締
結
の
場
合
の
ほ
か
、
②
基
本
権
放
棄
（G

rundrechtsverzicht

）
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
存
在
す

る
。
①
契
約
締
結
に
よ
っ
て
受
忍
義
務
が
認
め
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
宿
泊
拒
否
決
）
43
（

定
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
当
該
決

定
は
、
極
右
政
党
で
あ
る
ド
イ
ツ
国
家
民
主
党
（
Ｎ
Ｐ
Ｄ
）
の
党
員
が
、
ホ
テ
ル
か
ら
宿
泊
拒
否
（H

ausverbot

）
を
言
い
渡
さ
れ
た
こ

と
が
平
等
権
と
の
関
係
で
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
当
該
ホ
テ
ル
に
よ
り
宿
泊
拒
否
を
将
来
受
け
な
い
こ
と

を
求
め
る
主
張
は
斥
け
た
も
の
の
、
す
で
に
契
約
さ
れ
て
い
た
二
〇
〇
九
年
一
二
月
六
日
か
ら
九
日
ま
で
の
宿
泊
に
つ
き
、
契
約
に
基
づ

き
受
忍
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
（vertraglich verpflichtet

）
が
明
ら
か
と
さ
れ
）
44
（

た
。
メ
ル
ス
ド
ル
フ
（O

liver M
örsdorf

）
は
、
当
該
決
定

の
判
示
を
、「
合
意
は
拘
束
す
る
（pacta sunt servanda
）」
と
い
う
原
則
の
表
れ
と
し
て
紹
介
し
、
自
己
拘
束
の
一
つ
の
例
と
す
）
45
（
る
。

　
も
っ
と
も
、
法
律
や
当
事
者
間
の
契
約
が
常
に
存
在
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
私
有
地
に
お
け
る
集
会
に
関
し
て
は
、
私
法
上
あ
る
い
は

公
法
上
の
規
定
に
よ
っ
て
受
忍
義
務
が
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
義
務
づ
け
と
し
て
、
ま
ず
「
公
物
指
定
（W

idm
ung

）」

が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
集
会
法
の
研
究
者
た
ち
に
よ
る
「
集
会
法
模
範
草
案
」
も
、
か
か
る
義
務
を
法
律
上
要
求
す
る
も
の
で
あ

る
）
46
（

。
た
だ
し
、
ゴ
ル
ニ
ク
に
よ
れ
ば
、
現
状
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
不
存
在
こ
そ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
）
47
（

る
。
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㈡
　
自
己
拘
束
説
は
成
立
す
る
か
？

1　

自
己
拘
束
と
し
て
の
「
公
開
性
」
？

　
法
律
お
よ
び
契
約
に
よ
る
義
務
づ
け
が
存
在
し
な
い
現
在
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
、
基
本
権
放
棄
が
成
立
す
る
か
、
と
い
う
前
記
②
の

問
い
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
公
共
空
間
の
「
公
開
性
」
に
着
目
し
、「
自
ら
公
衆
の
使
用
に
財
産
を
開
い
た
以
上
、
財
産
権
の

行
使
を
自
ら
放
棄
し
た
」
と
解
釈
す
る
の
で
あ
）
48
（

る
。
ゴ
ル
ニ
ク
自
身
の
記
述
も
、
財
産
権
者
自
身
に
よ
る
「
自
由
意
思
に
基
づ
く
財
産
の

放
棄
（die freiw

illige Preisgabe

）」
を
示
唆
し
て
い
）
49
（

る
。
な
お
、
同
様
の
思
考
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
は
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
判
決
も
判
示

し
て
い
る
。
会
社
町
（com

pany tow
n

）
で
の
文
書
の
配
布
が
不
法
侵
害
に
該
当
す
る
か
が
争
わ
れ
た
、M

arsh v. Alabam
a

判
）
50
（
決
で
は
、

所
有
権
は
、
常
に
絶
対
的
支
配
権
（absolute dom

inion

）
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
つ
つ
「
所
有
者
が
、
自
ら
の
利
益
の
た
め
、

公
衆
一
般
の
使
用
に
供
す
る
べ
く
自
ら
の
財
産
を
開
け
ば
開
く
ほ
ど
、
そ
の
者
の
諸
権
利
は
、
そ
れ
を
使
用
す
る
者
の
法
律
上
お
よ
び
憲

法
上
の
諸
権
利
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
る
」
と
判
示
す
）
51
（

る
。

　
こ
こ
で
参
照
す
る
基
本
権
「
放
棄
」
は
、
文
字
通
り
に
基
本
権
を
完
全
に
放
棄
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
。
完
全
な
る
放
棄
を
基

本
権
に
関
し
て
認
め
る
こ
と
に
学
説
は
消
極
的
で
あ
り
、「
時
間
・
事
項
を
限
定
し
た
基
本
権
行
使
の
放
棄
（zeitlich und sachlich 

beschränkten G
rundrechtsausübungsverzicht

）」
に
す
ぎ
な
い
、
と
解
さ
れ
て
い
）
52
（

る
。

2　

基
本
権
放
棄
が
認
め
ら
れ
る
か
？

 
⑴
　
基
本
権
放
棄
の
要
件

　
い
わ
ゆ
る
「
基
本
権
放
棄
」
の
要
件
に
つ
き
、
論
者
に
よ
り
見
解
の
相
違
は
あ
る
が
、
大
き
く
三
つ
の
要
件
が
存
在
す
る
こ
と
が
前
提

と
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
ⓐ
当
該
権
利
の
自
由
処
分
性
（D

isponibilität

）、
ⓑ
自
由
意
思
性
（Freiw

illigkeit

）、
ⓒ
放
棄
の
意
思
表



公共空間の私化と「財産権の社会的拘束」

209

示
（Verzichtserklärung

）、
で
あ
る
。

　「
私
有
地
に
お
け
る
集
会
」
と
い
う
局
面
に
お
い
て
は
、
ゴ
ル
ニ
ク
は
ま
ず
、
ⓐ
当
該
権
利
の
自
由
処
分
性
を
ゴ
ル
ニ
ク
は
肯
定
し
て

い
る
。
私
人
所
有
の
公
共
空
間
と
い
う
局
面
で
放
棄
の
対
象
と
し
て
問
題
と
な
り
う
る
基
本
権
は
、
財
産
権
お
よ
び
職
業
の
自
由
で
あ
る
。

シ
ュ
ピ
ー
ス
（G

erhard Spieß

）
に
よ
れ
ば
、
両
基
本
権
は
自
由
な
人
格
の
発
展
と
結
び
つ
い
た
基
本
権
で
あ
っ
て
、
自
己
決
定
が
強
く

強
調
さ
れ
る
こ
と
か
）
53
（

ら
、
放
棄
に
な
じ
む
性
質
の
権
利
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
放
棄
が
認
め
ら
れ
な
い
（unantastbar

）
権
利
も
あ
り
、

人
間
の
尊
厳
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ゴ
ル
ニ
ク
に
よ
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
の
受
忍
に
よ
り
、
管
理
者
の
人
間

の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
は
認
定
で
き
な
い
た
め
、
問
題
と
な
ら
な
い
、
と
い
）
54
（

う
。

　
自
由
処
分
性
の
肯
定
の
の
ち
、
ⓑ
自
由
意
思
性
が
問
題
と
な
る
。
な
お
、
自
由
意
思
性
を
要
件
と
し
て
求
め
る
か
に
つ
き
学
説
で
も
一

定
の
争
い
が
あ
る
も
の
）
55
（
の
、
ゴ
ル
ニ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
仮
に
要
求
し
た
と
し
て
も
、
私
人
所
有
の
公
共
空
間
に
お
い
て
、
放
棄
の
自

由
意
思
性
は
十
分
に
認
め
ら
れ
）
56
（
る
。

　
⑵
　
放
棄
の
意
思
表
示
の
欠
如

　
ゴ
ル
ニ
ク
は
、
以
上
の
よ
う
に
ⓐ
ⓑ
の
要
件
の
充
足
を
指
摘
す
る
が
、
ⓒ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
の
基
本
権
放
棄
の
意
思
表
示

が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
権
放
棄
は
成
立
し
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
ゴ
ル
ニ
ク
に
よ
れ
ば
、
私
的
財
産
を
不
特
定
の
公
衆
に
開
く

こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
公
開
性
を
明
示
し
て
い
る
と
は
解
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
財
産
権
（
な
い
し
管
理
権
）
の
明
示
的

な
放
棄
の
意
思
表
示
は
認
め
ら
れ
な
）
57
（

い
。

　
放
棄
の
意
思
表
示
の
不
存
在
が
認
定
さ
れ
る
場
合
の
典
型
例
と
し
て
、
管
理
者
が
定
め
る
利
用
規
則
（H

ausordnungen

）
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
へ
の
公
開
性
が
明
示
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
）
58
（
る
。
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
に
お
い
て
は
、
利

用
規
約
に
よ
っ
て
概
括
的
に
、
そ
し
て
缶
ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
決
定
に
お
い
て
は
、
個
別
的
に
集
会
の
実
施
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
仮
に
明
示
的
排
除
が
存
在
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
管
理
者
は
一
般
的
な
立
ち
入
り
許
可
権
限
（Betretensbefugnis

）
を
自
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ら
に
一
部
ま
た
は
全
部
を
留
保
し
て
い
る
、
と
解
釈
さ
れ
）
59
（
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
（G

uido Christensen

）
は
、
管

理
者
が
商
店
の
終
業
時
間
の
設
定
や
、
営
業
時
間
の
制
限
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
公
衆
の
自
由
な
ア
ク
セ
ス
は
「
こ
の

よ
う
な
﹇
立
ち
入
り
許
可
﹈
権
限
の
枠
内
で
」
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
述
べ
）
60
（
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
立
ち
入
り
権
限
の
枠
内
で
の
営
業
時
間
に
お
け
る
公
開
性
自
体
も
、
そ
の
目
的
が
極
め
て
狭
く
限
定
さ
れ
て
い
る
。

ズ
ィ
ッ
カ
ー
（Jens Andreas Sickor

）
は

―
デ
ィ
ス
コ
の
ド
ア
マ
ン
（Türsteher

）
に
よ
る
入
店
拒
否
に
対
し
て
防
御
権
的
に
対
抗
す

る
可
能
性
を
論
じ
る
な
か
で

―
公
開
性
は
「
顧
客
に
典
型
的
な
行
為
」
の
枠
内
（im

 Rahm
en des »kundentypischen Verhaltens«

）
で

移
動
す
る
人
に
対
す
る
一
般
的
な
立
ち
入
り
許
可
と
み
る
べ
き
だ
と
す
）
61
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
公
衆
の
通
行
に
自
ら
の
財
産
を
開
い
た
と
い

う
事
実
の
み
で
は
、
建
物
管
理
権
の
放
棄
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
一
致
し
て
い
）
62
（
る
。

四
　
対
案
と
し
て
の
社
会
的
拘
束
説

㈠
　
財
産
権
に
「
内
在
」
す
る
社
会
的
拘
束

　
ゴ
ル
ニ
ク
は
、
自
己
拘
束
説
に
よ
っ
て
財
産
権
者
の
特
別
な
負
担
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
対
案
と
し
て

社
会
的
拘
束
説
を
提
示
す
る
。
と
は
い
え
、
社
会
的
拘
束
説
は
理
由
づ
け
と
し
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
た
し
か
に
フ
ラ

ポ
ー
ト
判
決
自
身
は
社
会
的
拘
束
を
引
き
合
い
に
出
し
て
は
い
な
い
が
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
保
護
を
二
一
条
で
定
め
る
集
会
法
模

範
草
案
は
、
財
産
権
制
約
の
許
容
性
を
導
く
際
社
会
的
拘
束
に
依
拠
し
て
お
り
、
学
説
の
関
心
を
集
め
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
）
63
（
る
。
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1　
「
社
会
的
拘
束
」
の
憲
法
上
の
根
拠

　「
社
会
的
拘
束
」
の
憲
法
上
の
根
拠
は
、
基
本
法
一
四
条
二
項
で
あ
る
。
財
産
権
の
保
障
規
定
で
あ
る
一
四
条
一
項
は
「
財
産
権
お
よ

び
相
続
権
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。
内
容
お
よ
び
制
限
は
、
法
律
で
定
め
る
」
と
規
定
し
、
二
項
で
「
財
産
権
は
、
義
務
を
伴
う
。
そ
の

行
使
は
、
同
時
に
公
共
の
福
祉
に
役
立
つ
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
す
る
。
つ
づ
く
三
項
は
、
収
用
規
定
と
し
て
、

「
公
用
収
用
は
、
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
の
み
許
さ
れ
る
。
公
用
収
用
は
、
補
償
の
方
法
と
程
度
を
規
律
す
る
法
律
に
よ
っ
て
、
ま
た
は

法
律
の
根
拠
に
基
づ
い
て
の
み
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
補
償
は
公
共
の
利
益
と
当
事
者
の
利
益
と
を
公
正
に
衡
量
し
て
決
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
補
償
の
額
に
関
し
て
争
い
が
あ
る
と
き
は
通
常
の
裁
判
所
へ
の
出
訴
が
認
め
ら
れ
る
。」
と
定
め
）
64
（

る
。
こ
の
う
ち
、
二
項

の
規
定
こ
そ
が
、
社
会
的
拘
束
な
い
し
義
務
を
定
め
た
も
の
と
さ
れ
）
65
（
る
。

2　

憲
法
直
接
的
拘
束
か
、
具
体
化
を
要
す
る
拘
束
か

　「
財
産
権
の
社
会
的
拘
束
（die Sozialbindung des Eigentum

s

）」
が
存
在
す
る
こ
と
は
学
説
の
一
致
を
み
て
い
る
が
、
こ
の
概
念
が

「
誰
を
」
拘
束
す
る
概
念
な
の
か
、
と
い
う
問
題
は
長
き
に
わ
た
り
争
わ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
学
説
上
争
い
が
な
い
の
は
、
財
産
権
の
社

会
的
拘
束
が
、
財
産
権
の
「
内
容
お
よ
び
制
限
」
の
内
容
形
成
を
行
う
立
法
者
を
拘
束
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
さ
ら
に
財
産
権

0

0

0

者
自
身
も

0

0

0

0

拘
束
さ
れ
る
の
）
66
（
か
、
す
な
わ
ち
「
一
四
条
一
項
二
文
に
基
づ
く
単
純
法
律
に
よ
る
具
体
化
が
必
要
か
、
そ
れ
と
も
、
単
純
法
律

に
よ
る
具
体
化
（die einfachgesetzliche Ausgestaltung

）
に
加
え
て
、
財
産
権
者
に
対
す
る
直
接
的
拘
束
を
持
ち
う
る
の
）
67
（

か
」
と
い
う
問

い
は
、「
い
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
財
産
権
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
上
の
問
）
68
（

題
」
な
の
で
あ
る
。

　
⑴
　「
法
律
お
よ
び
第
三
者
の
権
利
」
を
超
え
た
拘
束
？

　
一
方
で
、
か
つ
て
は
憲
法
直
接
的
な
拘
束
を
認
め
る
学
説
も
有
力
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
キ
ミ
ニ
ヒ
（O

tto Kim
m
inich

）
は
、
民

法
お
よ
び
憲
法
規
定
の
比
較
に
よ
り
、
財
産
権
者
自
身
の
義
務
を
肯
定
し
て
い
る
。
キ
ミ
ニ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
民
法
九
〇
三
条
で
は
、「
物
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の
所
有
者
は
、
法
律
又
は
第
三
者
の
権
利
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け
な
い
限
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
そ
の
物
を
自
由
に
用
い
」
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し

て
い
る
﹇
強
調
：
筆
者
﹈。「
法
律
又
は
第
三
者
の
権
利
」
の
う
ち
前
者
は
、
基
本
法
一
四
条
一
項
二
文
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
「
内
容
お

よ
び
制
限
」
を
決
定
す
る
法
律
を
指
す
と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
基
本
法
一
四
条
二
項
は
、
単
な
る
財
産
権
の
内
容
決
定
を
超

え
る
内
実
を
含
む
、
と
い
う
。
後
者
の
「
第
三
者
の
権
利
」
と
は
、
公
共
の
一
部
（Teil der Allgem

einheit

）
で
は
な
く
、
限
定
さ
れ
た

物
権
に
す
ぎ
）
69
（

ず
、
個
別
事
案
で
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
基
本
法
一
四
条
二
項
に
い
う
「
公
共
の
福
祉
」
と
は
、
財
産
権

に
広
く
内
在
す
る
も
の
で
、
個
別
事
例
で
考
慮
の
対
象
と
な
る
民
法
に
い
う
「
法
律
又
は
第
三
者
の
権
利
」
に
還
元
し
得
な
い
も
の
で
あ

る
。

　
⑵
　「
立
法
者
に
対
す
る
指
針
」
と
し
て
の
社
会
的
拘
束
？

　
他
方
で
、
学
説
に
お
い
て
支
配
的
な
の
は
、
社
会
的
拘
束
と
は
立
法
者
「
の
み
」
を
拘
束
す
る
と
主
張
す
る
立
場
で
あ
る
。
か
か
る
見

解
に
立
つ
ヴ
ェ
ン
ト
（Rudolf W

endt
）
は
、
以
下
の
論
拠
を
挙
げ
な
が
ら
、
キ
ミ
ニ
ヒ
ら
の
理
解
の
相
対
化
を
試
み
る
。
第
一
に
、
法

律
に
依
拠
し
な
い
社
会
的
拘
束
を
説
く
場
合
、
義
務
（G

esollten

）
の
内
実
が
不
特
定
で
あ
り
、
実
用
性
を
欠
く
概
念
と
な
り
う
る
点
で

あ
）
70
（
る
。
第
二
に
、
法
律
の
留
保
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
基
本
法
一
四
条
一
項
二
文
と
同
条
二
項
の
関
係
性
の
捉
え
方
に
関
連
す

る
が
、
ヴ
ェ
ン
ト
を
は
じ
め
、
社
会
的
拘
束
を
財
産
権
の
「
制
限
」
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
、
両
条
項
を
一
体
と
し
て
捉
え
る
。
し
た

が
っ
て
、
制
限
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
法
律
の
留
保
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
ら
の
制
限
を
決
定
す
る
こ
と

は
、
一
四
条
一
項
二
文
で
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
立
法
者
の
責
務
で
あ
）
71
（

る
。
第
三
に
、
現
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
は
、
社
会
的
拘

束
の
判
断
に
お
け
る
立
法
者
の
優
位
を
示
し
て
き
た
。
た
し
か
に
、
古
い
判
例
は
、「
内
在
的
な
社
会
的
拘
束
（im

m
anente 

Sozialbindung

）」
と
は
、「
仮
に
特
別
な
法
律
上
の
規
定
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
基
本
法
一
四
条
二
項
に
よ
っ
て
直
接
に
生
じ
る
で
あ

ろ
う
拘
束
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
き
）
72
（

た
。
し
か
し
そ
の
後
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
立
場
を
変
更
し
、「
基
本
法
一
四
条
二
項
に
お

け
る
財
産
権
の
社
会
的
拘
束
と
は
、
財
産
権
の
義
務
お
よ
び
制
限
を
規
定
」
し
、「
一
四
条
一
項
二
文
に
し
た
が
い
義
務
づ
け
ら
れ
た
立
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法
者
の
規
律
委
託
（Regelungsauftrag

）
の
枠
内
で
、
こ
の
社
会
的
拘
束
を
一
般
的
お
よ
び
抽
象
的
に
（generell und abstrakt

）
決
定

す
）
73
（

る
」
も
の
と
捉
え
、
社
会
的
拘
束
を
、
立
法
者
に
対
す
る
指
針
（Richtschnur für den G

esetzgeber

）
と
解
し
て
い
る
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
ヴ
ェ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
学
説
は
、
社
会
的
拘
束
は
法
律
で
規
定
さ
れ
た
拘
束
の
み
を
指
す
と
結
論
づ
け
る
。

ヴ
ェ
ン
ト
と
同
じ
く
財
産
権
者
へ
の
拘
束
を
否
定
す
る
ミ
ュ
ラ
ー
（H
orst Joachim

 M
üller

）
も
ま
た
、
も
し
財
産
権
者
自
身
を
も
拘
束

す
る
社
会
的
拘
束
論
を
構
想
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
公
共
の
福
祉
条
項
が
第
三
者
効
力
を
持
つ
と
い
う
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
帰
結
（das 

groteske Ergebnis einer D
rittw

irkung der G
em

einw
ohlklausel

）」
を
も
た
ら
す
と
述
べ
）
74
（
る
。

　
⑶
　
解
釈
対
象
と
し
て
の
「
社
会
的
拘
束
」

　
社
会
的
拘
束
は
、
憲
法
直
接
的
拘
束
な
の
か
、
そ
れ
と
も
法
律
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
拘
束
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
と
い
う
問
い

は

―
管
見
の
限
り
後
者
が
支
配
的
の
よ
う
だ
が

―
現
在
ま
で
解
決
を
み
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
果
た
し
て
社
会
的
拘
束
と
は
、
法
律
上
定
め
ら
れ
た
拘
束
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ゴ
ル
ニ
ク
は
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
、
支
配
的
な
学
説
の
姿
勢
に
問
題
提
起
を
行
う
。

「
も
し
も
社
会
的
拘
束
の
内
実
を
決
定
す
る
こ
と
が
、
単
純
法
律
を
媒
介
し
た
内
容
形
成
に
よ
っ
て
の
み
し
か
行
え
な
い
と
す
れ
ば
、
法
律
に
よ
る
規

定
と
異
な
る
社
会
的
拘
束
の
内
実
は
私
法
上
の
法
制
度
に
対
し
て
、
い
か
に
し
て
解
釈
を
通
し
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
何
の
た
め
に
社
会
的
拘
束
の
「
要
請
（Postulate
）」
は
解
釈
に
お
い
て
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
社
会
的
拘
束
は
、

―
法
実
証
主

義
的
な

―
限
定
を
受
け
、
実
定
法
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
法
律
に
よ
る
媒
介
を
必
要
と
す
る
社
会
的
拘
束
論
に
よ
れ
ば
、
も
は
や
実
定
法
を

超
え
る
内
実
を
持
た
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
）
75
（

う
」。

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
ゴ
ル
ニ
ク
は
、
社
会
的
拘
束
性
は
、
法
律
に
よ
っ
て
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
必
ず
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し
も
前
提
条
件
で
は
な
い
と
し
て
、
当
該
概
念
に
対
す
る
憲
法
解
釈
の
必
要
性
を
説
く
。

3　

解
釈
に
よ
る
内
在
的
義
務
の
導
出

　
も
っ
と
も
、「
社
会
的
拘
束
」
を
憲
法
内
在
的
な
拘
束
と
捉
え
る
と
し
て
も
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
「
所
与
」
と
さ
れ
る
同
概
念
を
根
拠

づ
け
る
規
範
論
が
乏
し
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
学
説
で
用
い
ら
れ
る
論
拠
は
、
財
の
稀
少
性
で
あ
る
。
そ
の
論
拠
に
よ
れ
ば
、

財
産
権
は
、
限
り
あ
る
財
を
扱
う
点
で
、
他
者
の
自
由
に
当
然
に
関
わ
り
を
持
）
76
（
つ
。
し
か
し
、
財
の
稀
少
性
と
い
う
根
拠
づ
け
を
超
え
た

説
明
を
、
ゴ
ル
ニ
ク
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
論
者
も
与
え
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
拘
束
の
基
礎
づ
け
の
乏
し
さ
は
、
法
律
お

よ
び
契
約
に
よ
る
義
務
づ
け
を
超
え
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
の
行
使
を
受
忍
す
る
義
務
の
淵
源
を
社
会
的
拘
束
に
求
め
る
ゴ

ル
ニ
ク
の
試
み
の
貧
弱
さ
に
つ
な
が
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
の
社
会
的
拘
束
説
に
影
響
を
受
け
、
こ
れ
を
解
釈
論
に
よ
り
導

こ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
財
産
権
論
者
で
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
（G

regory S. Alexander

）
の
記
述
を
参
照
す
）
77
（
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
、

社
会
的
拘
束
論
の
参
照
に
よ
っ
て
、
財
産
権
者
に
よ
る
恣
意
的
な
排
除
権
行
使
を
容
認
す
る
従
来
の
法
理
へ
の
修
正
を
志
向
す
る
論
者
の

一
人
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
両
国
の
議
論
を
接
合
す
る
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
憲
法
に
は
看
過
す
べ
き
で
な
い
非
対
称
性
も
存
在
す
る
。
そ
の

違
い
と
は
、
①
憲
法
上
の
財
産
権
条
項
の
有
無
、
②
社
会
的
義
務
条
項
の
（
不
）
存
在
、
で
あ
）
78
（

る
。
し
か
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
に
よ
れ

ば
、
重
要
な
の
は
、
解
釈
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
憲
法
規
定
上
の
相
違
は
論
証
の
ハ
ー
ド
ル
を
左
右
す
る
だ
ろ
う
が
、
な
お
解
釈
に
よ
り

社
会
的
義
務
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
）
79
（

る
。

　
⑴
　「
間
接
的
自
由
権
保
障
」
と
し
て
の
財
産
権

　
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
、
財
産
権
は
そ
の
本
質
に
お
い
て
関
係
的
で
あ
り
、
社
会
的
拘
束
が
内
在
（inherent

）
し
て
い
る
と
説
）
80
（
く
。
従

来
の
研
究
で
も
、
個
人
が
帰
属
す
る
社
会
、
な
い
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
文
化
」
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
文
化
が
個
人
の
「
善
き
生
」
の

判
断
基
準
を
与
え
、
自
律
的
個
人
の
形
成
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
を
説
く
も
の
が
存
在
し
）
81
（
た
。
し
か
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
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は
、
物
質
的
資
源
と
そ
の
所
有
な
い
し
使
用
を
保
障
す
る
財
産
権
を
通
し
て
、
個
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
性
を
描
写
す
る
。

　
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
人
間
が
潜
在
能
力
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
一
定
の
物
質
的
資
源
が
必
要
で
あ
り
、
本
稿
が
問
題
と
す

る
「
自
由
」
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
物
質
的
資
源
を
必
要
と
す
る
潜
在
能
力
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
自
由
」
は
、
公
道
、

空
港
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
初
め
て
そ
の
行
使
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
）
82
（
る
。
よ

り
根
源
的
に
は
、
生
命
や
自
由
と
い
う
潜
在
能
力
は
、
個
人
が
「
存
在
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
「
場
所
」
と
い
う
物
質
的
資
源
が
あ
っ
て

は
じ
め
て
意
義
を
有
す
）
83
（
る
。
こ
の
点
で
、
個
人
は
、
自
律
性
と
依
存
性
と
い
う
相
反
す
る
性
質
を
併
せ
持
つ
存
在
で
あ
）
84
（
る
。

　
物
質
的
資
源
に
依
存
し
な
が
ら
も
、
基
本
的
か
つ
必
要
不
可
欠
な
潜
在
能
力
を
有
す
る
自
律
的
な
人
間
と
な
る
た
め
に
、「
私
」
は
財

産
制
度
の
も
と
、
一
定
の
資
源
を
所
有
（ow

n

）
す
る
必
要
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
同
様
の
理
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、
財
産
権
は

自
由
な
人
格
の
発
展
（die freie Entfaltung der Persönlichkeit

）
を
可
能
と
す
る
権
利
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
）
85
（
る
。
た
と
え
ば
、
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
自
身
も
引
用
す
）
86
（
る
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
堤
防
整
備
法
判
）
87
（
決
は
、
財
産
権
を
「
人
格
的
自
由
の
保
障
と
内
的
関

連
性
（inneren Zusam

m
enhang

）
を
有
す
る
重
要
な
基
本
権
」
と
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
そ
の
目
的
に
つ
き
「
基
本
権
の
担
い
手
に
対

し
、
財
産
権
領
域
で
の
自
由
な
領
域
を
保
障
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
責
任
に
基
づ
く
生
活
の
形
成
を
可
能
と
す
る
こ
と
」
と
判
示
し
て

い
）
88
（

る
。
こ
の
よ
う
な
財
産
権
保
障
に
対
す
る
基
本
姿
勢
を
、
ク
レ
メ
ン
ト
（Jan H

enrik Klem
ent

）
は
、「
間
接
的
自
由
権
保
障
の
思
考

（der G
edanke des m

ittelbares Freiheitsschutz

）」
と
呼
）
89
（
ぶ
。

　
⑵
　
社
会
的
義
務
に
よ
る
「
財
産
権
の
ジ
レ
ン
マ
」
の
解
決

　
し
か
し
、
人
格
的
発
展
に
対
す
る
重
要
性
か
ら
財
産
権
を
保
障
す
る
場
合
、
一
つ
の
重
大
な
ジ
レ
ン
マ
が
生
じ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

に
よ
れ
ば
、
あ
る
資
源
の
排
他
的
な
所
有
は
、
同
時
に
、
他
者
が
同
じ
資
源
を
所
有
し
、
使
用
す
る
機
会
の
剝
奪
を
意
味
す
る
、
と
い
）
90
（
う
。

ク
レ
メ
ン
ト
も
同
様
に
、
財
産
権
を
承
認
す
る
こ
と
が
他
者
の
自
由
の
縮
減
を
も
た
ら
す
と
指
摘
す
る
。
財
産
権
の
保
障
は
、
イ
ン
テ
グ

リ
テ
ィ
や
人
格
の
領
域
を
保
護
す
る
こ
と
に
そ
の
特
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
生
命
・
健
康
の
保
護
、
一
般
的
人
格
権
、
住
居
の
不
可
侵
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性
の
保
障
な
ど
に
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
た
め
、
財
産
権
を
正
当
化
す
る
に
十
分
で
は
な
）
91
（
い
。
財
産
権
の
「
裏
面
は
、
他
者
の
個
人
的

自
由
の
縮
減
」
で
あ
り
、
民
法
九
〇
三
条
一
文
は
ま
さ
に
他
者
に
財
産
権
を
尊
重
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
し
ば
し
ば

議
論
さ
れ
る
基
本
権
の
第
三
者
効
力
は
、
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
に
お
い
て
は
通
常
の
状
態
（N

orm
alfall

）
な
の
で
あ
）
92
（
る
。

　
し
か
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
財
産
権
の
保
障
は
自
己
矛
盾
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
自
律
的
な
個
人

に
と
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
供
給
す
る
物
質
的
資
源
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
帰
属
は
、
個
人

の
自
律
の
必
要
条
件
で
あ
る
。
も
し
「
私
」
が
個
人
の
自
律
を
是
認
す
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
前
提
条
件
た
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
帰
属
を

も
是
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
93
（

い
。
敷
衍
し
て
い
え
ば
、「
私
」
が
、
基
本
的
か
つ
必
要
不
可
欠
な
潜
在
能
力
を
持
つ
自
由
な
人
間
と
な
る

た
め
に
は
、
か
か
る
潜
在
能
力
の
発
展
を
可
能
と
す
る
資
源
を
所
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、「
繁
栄
し
た
生
」

を
送
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
社
会
を
支
持
し
、
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
が
、
こ
の
前
提
は
財
産
権
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
他
者
の

自
由
の
制
約
と
衝
突
す
る
の
で
あ
る
。

　
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
ら
が
指
摘
し
た
、
財
産
権
に
基
づ
く
他
者
の
自
由
の
縮
減
は
、「
財
産
権
の
ジ
レ
ン
マ
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ジ
レ
ン
マ
の
解
決
の
た
め
に
課
さ
れ
る
の
が
、「
社
会
的
義
務
（social obligation

）」
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、「
社

会
的
義
務
」
は
、
具
体
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
他
者
が
繁
栄
し
た
生
を
送
る
た
め
に
必
要
と
す
る
物
質
的
資
源
を
提
供
し
、
そ
し
て
少

な
く
と
も
そ
れ
ら
の
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
否
定
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
を
指
）
94
（
す
。
た
だ
し
、
財
産
権
に
社
会
的
義
務
が
内
在
す

る
と
し
て
も
、
無
制
限
に
所
有
権
者
に
課
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。「
私
」
が
負
う
社
会
的
義
務
は
、「
私
」
が
自
ら
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
潜
在
能
力
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
課
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、「
私
」
に
と
っ
て
可
能
な
限
り
で
、
か
つ
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
の
み
課
さ
れ

る
。
以
上
の
前
提
か
ら
、
社
会
的
義
務
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
定
義
づ
け
ら
れ
る
。

「
社
会
的
義
務
は
、
資
源
の
所
有
者
に
対
し
て
、
同
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
他
者
の
、
必
要
不
可
欠
な
潜
在
能
力
の
発
展
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
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る
場
合
に
は
、
当
該
所
有
者
に
と
っ
て
適
切
な
方
法
で
、
他
者
に
対
し
て
自
ら
の
資
源
を
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
す
）
95
（
る
」。

㈡
　
公
共
空
間
に
お
け
る
社
会
的
拘
束

1　

前
提
条
件
と
し
て
の
社
会
的
連
関

　
財
産
権
に
内
在
す
る
社
会
的
拘
束
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
義
務
は
、
問
題
と
な
る
財
産
が
社
会
的
連
関
（sozialer Bezug

）
を
有
す
る
こ

と
を
前
提
条
件
と
す
る
。
こ
の
こ
と
を
判
示
し
た
の
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
居
住
賃
貸
借
解
約
保
護
法
決
）
96
（

定
で
あ
る
。
本
決
定
は
、

賃
貸
人
に
よ
る
家
賃
値
上
げ
（M

ieterhöhung

）
の
要
求
に
つ
き
、
正
当
な
理
由
の
提
示
と
、
賃
借
人
が
同
意
し
な
い
場
合
の
法
的
手
続

を
定
め
た
法
律
に
つ
き
、
財
産
権
を
理
由
に
憲
法
異
議
申
立
が
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
当
該
法
律
を
支
持
す
る
に

際
し
、
社
会
的
拘
束
に
つ
き
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
こ
で
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
財
産
権
の
対
象
が
社
会
的
連
関
お
よ
び
社
会
的
機
能
（soziale Funktion

）
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。﹇
社
会

的
拘
束
の
﹈
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
た
使
用
と
い
う
要
請
は
、
当
該
財
産
権
の
対
象
物
を
必
要
と
す
る
、
同
胞
た
る
個
人
の
利
益
の
顧
慮
（der 

Rücksichtnahm
e auf die Belange des einzelnen Rechtsgenossen

）
と
い
う
要
請
を
も
含
）
97
（
む
」。

　
本
事
案
と
の
関
連
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
住
居
（W

ohnung
）
が
諸
個
人
お
よ
び
家
族
に
対
し
て
有
す
る
極
め
て
高
い
重
要
性
か

ら
、
賃
貸
人
ら
に
対
す
る
制
約
は
社
会
的
拘
束
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
と
結
論
づ
け
）
98
（

た
。

2　

社
会
的
拘
束
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
の
引
き
受
け

　
ゴ
ル
ニ
ク
は
、
公
共
空
間
が
有
す
る
高
度
の
社
会
的
連
関
か
ら
、
社
会
的
拘
束
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
を
背
負
わ
せ
る
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（Aufladungsm
öglichkeit

）
方
途
を
提
示
す
）
99
（
る
。
公
共
空
間
と
い
う
財
産
は
、
一
般
公
衆
へ
の
公
開
性
に
よ
り
高
度
の
社
会
的
連
関
を
有

す
る
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
の
行
使
は
、
公
共
空
間
を
前
提
条
件
と
し
て
必
要
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
は
他
者
と
と
も
に
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
行
使
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
）
100
（
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
は

他
者
へ
の
働
き
か
け
を
も
保
障
し
て
い
る
と
解
し
な
け
れ
ば
、
当
該
基
本
権
は
無
に
帰
す
る
。
公
共
空
間
と
い
う
「
出
会
い
の
場

（Begegnungsstätten
）」
は
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
あ
る
私
人
が
公
衆
へ
開
く
場
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
に

と
っ
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
空
間
と
な
る
。

　
問
題
と
な
る
財
に
社
会
的
連
関
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
所
有
者
は
、
公
共
の
福
祉
の
た
め
、
経
済
的
利
益
の
み
な
ら
ず
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
も
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
101
（
い
。
た
し
か
に
、
管
理
者
は
経
済
的
利
益
の
た
め
に
自
ら
の
財
産
を
開
い
た
に

す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
社
会
的
連
関
を
高
め
、
そ
れ
ゆ
え
公
共
空
間
が
持
つ
公
共
の
福
祉
と
い
う
機
能
に
結
び
付
い

て
い
る
。
も
し
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
の
み
を
恣
意
的
に
規
制
す
る
と
す
れ
ば
、
原
則
と
し
て
公
共
の
福
祉
を
害
す
る
こ
と

と
な
）
102
（

る
。
同
様
の
理
解
は
、
集
会
法
模
範
草
案
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
草
案
に
よ
れ
ば
、
公
共
空
間
は
極
め
て
高
度
の
社
会
的
拘
束
が

認
め
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
公
共
空
間
の
諸
機
能
を
、
選
択
的
に
財
産
権
者
が
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
原
則
と

し
て
財
産
権
の
社
会
的
拘
束
か
ら
は
、
商
業
的
利
益
の
あ
る
公
衆
の
通
行
機
能
と
と
も
に
、
公
共
の
通
行
用
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

機
能
も
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
）
103
（
る
。

3　

具
体
的
基
準
の
欠
如
？

　
し
か
し
、
社
会
的
連
関
を
根
拠
と
し
た
社
会
的
拘
束
説
は
、
同
時
に
具
体
的
基
準
と
な
り
え
な
い
こ
と
か
ら
、
批
判
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
あ
ら
ゆ
る
財
産
の
う
ち
、
た
と
え
ば
「
土
地
」
は
、
社
会
的
連
関
お
よ
び
社
会
的
機
能
が
強
く
認
め
ら
れ
、「
状
況
拘
束
性

（Situationsbegundenheit

）」
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
挙
げ
る
の
は
、
土
地
は
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
い
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（unverm
ehrbar

）
と
い
う
事
情
お
よ
び
土
地
は
そ
れ
な
し
に
済
ま
す
こ
と
が
で
き
な
い
（unentbehrlich

）
と
い
う
事
情
で
あ
）
104
（
る
。
し
か

し
、
土
地
の
よ
う
に
強
い
社
会
的
連
関
の
表
れ
と
さ
れ
る
「
状
況
拘
束
性
」
が
容
易
に
認
定
で
き
る
場
合
で
す
ら
、
単
な
る
「
言
葉
の
あ

や
（Chiffre

）」
に
す
ぎ
な
い
と
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い
）
105
（
る
。
デ
ィ
ー
ト
ラ
イ
ン
も
か
か
る
主
張
を
行
う
一
人
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、

「
こ
の
よ
う
な
概
念
﹇
状
況
拘
束
性
﹈
に
し
た
が
え
ば
、
い
か
な
る
財
産
に
も
内
在
的
拘
束
が
及
ぶ
こ
と
と
と
な
る
」。
し
か
し
、「
そ
の
場

合
に
、
具
体
的
な
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
基
準
は
、
そ
の
多
く
が
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
」。
ま
た
ロ
ツ
ェ
ッ
ク
（Jochen Rozek

）
も
、
義
務

の
曖
昧
さ
を
指
摘
し
つ
つ
、「『
状
況
拘
束
性
』
と
い
う
形
容
は
、
脆
い
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
上
の
基
礎
に
立
つ
」
と
指
摘
し
て
い
）
106
（
る
。

　
デ
ィ
ー
ト
ラ
イ
ン
お
よ
び
ロ
ツ
ェ
ッ
ク
ら
の
批
判
は
、
キ
ミ
ニ
ヒ
お
よ
び
ゴ
ル
ニ
ク
ら
が
前
提
と
す
る
内
在
的
拘
束
と
し
て
の
社
会
的

拘
束
説
に
否
定
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
生
じ
る
も
の
だ
が
、「
具
体
的
義
務
の
不
特
定
性
」
は
理
由
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
が
問
題

と
す
る
、
私
有
化
さ
れ
た
公
共
空
間
の
管
理
者
が
社
会
的
拘
束
を
受
け
る
と
し
て
、
具
体
的
に
管
理
者
が
負
う
義
務
に
つ
い
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

㈢
　「
実
質
的
理
由
」
の
要
求

1　

判
例
に
お
け
る
「
実
質
的
理
由
」

　
公
衆
に
開
か
れ
た
空
間
の
管
理
者
に
よ
る
排
除
権
行
使
に
つ
き
、
具
体
的
な
義
務
の
基
準
と
し
て
採
用
さ
れ
る
の
が
、「
実
質
的
理

由
」
の
存
否
で
あ
る
。
こ
の
基
準
は
、「
管
理
者
（H

ausherr

）
が
特
定
の
空
間
利
用
（
た
と
え
ば
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
）
を
理
由

な
し
に
、
す
な
わ
ち
自
由
に
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
と
も
一
定
の
正
当
化
義
務
を
負
う
の
）
107
（

か
」
を
問
う
の
で
あ
る
。
か
か

る
基
準
は
、
先
述
の
ス
タ
ジ
ア
ム
禁
止
決
定
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
私
的
管
理
者
は
原
則
と
し
て
恣
意
的
な
排
除
が
可
能
で
あ

る
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
排
除
に
実
質
的
理
由
が
存
在
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
）
108
（

る
。

　
同
様
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
決
は
、
管
理
者
が
望
ま
な
い
使
用
方
法
の
排
除
に
対
す
る
「
実
質
的
理
由
」
を
要
求
す
る
。
ス
ー
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パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
手
荷
物
チ
ェ
ッ
ク
（Taschenkontrolle

）
を
拒
ん
だ
顧
客
に
立
ち
入
り
禁
止
を
言
い
渡
し
た
事
案
に
お
い
て
、

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
小
売
店
が
公
衆
の
一
般
的
通
行
に
開
か
れ
た
空
間
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
具
体
的
な
窃
盗

の
疑
い
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
手
荷
物
チ
ェ
ッ
ク
を
強
要
す
る
こ
と
は
、
人
格
権
侵
害
に
あ
た
り
、
建
物
管
理
権
の
み
で
正
当
化
で
き

な
い
と
し
て
い
）
109
（
る
。

　
実
質
的
理
由
が
要
求
さ
れ
る
理
由
に
つ
き
、
自
ら
の
購
入
目
的
を
秘
し
て
顧
客
に
扮
し
て
行
う
覆
面
調
査
員
が
立
ち
入
り
禁
止

（H
ausverbot

）
を
言
い
渡
さ
れ
た
一
連
の
判
決
で
）
110
（
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
通
行
へ
の
公
開
性
に
着
目
す
る
。
商
店
で
は
、
個
人
は
、

一
般
的
通
行
の
た
め
に
店
舗
を
開
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
顧
客
が
商
品
の
取
得
し
よ
う
と
す
る
目
的
を
告
げ
る
こ
と
な
し
（ohne Angabe 

ihres Zw
eckes

）、
陳
列
し
て
い
る
商
品
を
販
売
す
る
準
備
が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
顧
客
が
商
品
を
購
入

す
る
避
け
ら
れ
な
い
必
要
性
に
添
う
も
の
で
あ
る
、
と
説
示
す
）
111
（

る
。
こ
の
よ
う
な
受
忍
義
務
は
、
小
売
店
経
営
者
に
課
さ
れ
た
契
約
上
の

義
務
が
存
在
し
な
い
場
合
に
も
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

2　

集
会
の
排
除
に
対
す
る
「
実
質
的
理
由
」
の
要
求

　
以
上
の
判
決
は
、
商
店
の
「
通
行
へ
の
公
開
性
（Allgem

einverkehrseröffnung

）」
に
着
目
す
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
゠
レ
ス
カ
ー
ノ
／

マ
ウ
ラ
ー
（Andreas Fischer-Lescano/Andreas M

aurer
）
は
す
で
に
二
〇
〇
六
年
の
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
の
事
案
に
関
す
る
連
邦
通
常
裁

判
所
の
判
断
の
評
釈
に
お
い
て
、
以
上
の
手
荷
物
チ
ェ
ッ
ク
に
関
す
る
判
例
を
参
照
し
な
が
ら
、
通
行
へ
の
公
開
性
に
依
拠
し
、
管
理
者

の
主
張
を
支
持
し
た
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
断
を
以
下
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
）
112
（

た
。

「
部
は
空
港
が
こ
れ
ら
﹇
通
行
お
よ
び
体
験
の
場
﹈
と
結
び
つ
い
て
有
す
る
公
共
機
能
を
何
ら
考
慮
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
見
解
に
お
い
て

「
建
物
管
理
権
」
を
中
心
に
据
え
、﹇
建
物
管
理
権
に
よ
る
﹈
権
限
お
よ
び
防
御
権
の
束
（Konglom

erat

）
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
社
会
的
拘
束
に
、
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「
営
業
妨
害
（„Betriebsstörung

“）」
と
い
う
限
界
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
通
行
施
設
お
よ
び
体
験
の
場
が
有
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
軽
視
し
て
お
り
、「
営
業
妨
害
」
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
意
見
表
明
の
自
由
お
よ
び
集
会
の
自
由
に
対
す
る
留
保
を

付
し
て
お
り
、
自
由
な
民
主
政
に
対
す
る
基
本
的
な
重
要
性
に
適
合
し
て
い
な
）
113
（

い
」。

か
か
る
公
開
性
と
そ
れ
が
帰
結
す
る
社
会
的
拘
束
の
存
在
を
前
提
と
し
、「
連
邦
通
常
裁
判
所
が
、
当
該
行
為
の
持
つ
暴
力
的
な
モ
ー
メ

ン
ト
、
営
業
妨
害
の
現
実
的
な
発
生
、
そ
し
て
具
体
的
な
妨
害
の
危
険
性
す
ら
指
摘
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の

理
由
付
け
が
あ
く
ま
で
「
仮
定
的
な
も
の
（im

 Konjuktiv

）」
に
と
ど
ま
る
と
批
判
し
て
い
）
114
（

る
。

五
　
検
討

―
社
会
的
拘
束
説
の
可
能
性

㈠
　「
実
質
的
理
由
」
要
請
の
拡
張

1　

平
等
権
に
よ
る
正
当
化
要
請
？

　
本
稿
で
は
社
会
的
拘
束
か
ら
、
公
共
空
間
に
お
け
る
私
人
の
排
除
に
つ
い
て
は
「
実
質
的
理
由
」
が
要
請
さ
れ
る
と
述
べ
た
。
も
っ
と

も
、
平
等
権
か
ら
も
同
様
の
「
正
当
化
」
が
要
請
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
が
あ
る
。

　「
実
質
的
理
由
」
を
平
等
権
と
の
関
わ
り
で
論
じ
る
代
表
的
論
者
は
、
グ
リ
ュ
ン
ベ
ル
ガ
ー
（M

ichael G
rünberger

）
で
あ
る
。
グ
リ
ュ

ン
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
平
等
権
と
自
由
の
衝
突
の
解
決
に
は
三
つ
の
モ
デ
ル
が
存
在
す
る
。
第
一
に
、
消
極
的
自
由
と
平
等
権
の
衝
突

に
つ
き
、
自
由
の
優
位
（Präponderanz

）
に
よ
っ
て
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
（
優
位
モ
デ
ル
（Vorranglös

）
115
（

ung

））。
第
二
に
、
平
等
取
り

扱
い
の
要
請
を
、
具
体
的
な
個
別
事
案
に
お
け
る
適
用
領
域
や
事
実
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
基
づ
き
、
い
ず
れ
を
優
先
さ
せ
る
か
を
決
定
す
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る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
私
的
自
治
と
い
う
「
原
則
」
と
、
不
平
等
取
扱
い
の
禁
止
と
い
う
「
例
外
」
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
を
図

る
（
要
件
モ
デ
ル
（Tatbestandslösung

））。
第
三
の
モ
デ
ル
は
、
正
当
化
の
段
階
に
お
い
て
、
自
由
と
平
等
の
整
合
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
（
正
当
化
モ
デ
ル
（Rechtfertigungslösung

））。

　
グ
リ
ュ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
の
う
ち
第
三
の
モ
デ
ル
の
採
用
を
提
唱
す
る
が
、
順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
概
観

し
よ
う
。
第
一
の
モ
デ
ル
は
、
一
般
平
等
取
扱
法
（
Ａ
Ｇ
Ｇ
）
制
定
の
際
、
学
界
で
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
の
自

由
と
は
、「
差
別
す
る
自
由
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
は
「
私
的
自
治
の
終
わ
り
の
始
ま
り
（Anfang vom

 Ende der 

Privatautonom
ie

）」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
主
張
し
）
116
（

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
解
決
は
、
支
持
を
集
め
て
い
な
い
。

　
第
二
の
モ
デ
ル
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
採
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
ス
タ
ジ
ア
ム
決
定
が
判
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
基
本
法
三
条

一
項
か
ら
は
、
私
的
な
契
約
関
係
が
平
等
取
り
扱
い
要
請
に
よ
る
理
由
づ
け
義
務
（Rechtfertigungsanforderungen

）
を
負
う
と
い
う
一

般
的
原
則
は
、
た
と
え
間
接
的
効
力
で
あ
る
と
し
て
も
生
じ
な
）
117
（
い
。」。
し
か
し
、
例
外
的
に
「
特
殊
な
状
況
（spezifische 

Konstellation

）」
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
財
産
の
社
会
的
拘
束
に
鑑
み
て
平
等
取
り
扱
い
の
要
請
が
私
人
間
に
照
射
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
「
特
殊
な
状
況
」
の
要
件
と
し
て
「
独
占
的
地
位
（M

onopolstellung

）」
な
い
し
「
構
造
的
優
位
（strukturelle Ü

berlegenheit

）」

が
必
要
と
な
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
翌
年
の
宿
泊
拒
否
決
定
に
お
い
て
、
当
該
ホ
テ
ル
に
訪
れ
る
こ
と
が
、
社
会
生
活
へ
の
参
与
を
大

き
く
決
定
づ
け
る
よ
う
な
催
し
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
ホ
テ
ル
経
営
者
が
独
占
的
地
位
な
い
し
構
造
的
優
位
を
占
め
て
い
な
い
と
し
て
、

ホ
テ
ル
側
の
主
張
を
支
持
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
第
二
の
モ
デ
ル
の
欠
陥
は
、
先
述
の
宿
泊
拒
否
決
定
に
よ
っ
て
露
呈
さ
れ
た
、
と
い
う
。
た
し
か
に
、
第
二
の
モ
デ
ル
は
、

第
一
の
モ
デ
ル
の
「
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
（Alles-oder-nichts-Ansatz
）」
の
解
決
を
避
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
当
該
モ
デ
ル
で
要
求
さ
れ
る
要
件
は
開
か
れ
て
お
り
、
方
法
論
上
恣
意
的
な
運
用
を
避
け
ら
れ
な
）
118
（
い
。
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
は
実
質
的

か
つ
手
続
上
の
正
当
化
な
し
に
ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
排
除
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
極
右
政
党
の
党
首
は
理
由
な
し
に
ホ
テ
ル
か
ら
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排
除
さ
れ
て
も
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
正
当
化
モ
デ
ル
と
し
て
の
第
三
の
モ
デ
ル
に
方
法
論
上
の
利
点
が
あ
る
、
と
い
う
。
別
異
取
り
扱
い
が
正
当
化
さ

れ
る
か
を
問
う
こ
の
モ
デ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
な
利
益
衝
突
の
特
徴
を
正
当
に
再
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
、
柔
軟
性
を
有
し
て
い

る
と
す
る
の
で
あ
）
119
（

る
。

2　
「
独
占
的
地
位
」
か
「
公
開
性
」
か

　
も
っ
と
も
、
第
三
の
正
当
化
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
場
合
と
し
て
も
、
い
か
な
る
場
合
に
、「
実
質
的
理
由
」
ほ
ど
高
い
正
当
化
要
請
が

課
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
解
決
し
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
締
約
義
務
（Kontrahierungszw

ang

）
と
建
物
管
理
権
の
行
使
と
い
う
局

面
の
不
整
合
と
し
て
、
さ
ら
に
は
連
邦
通
常
裁
判
所
と
上
級
地
方
裁
判
所
の
不
協
和
音
（D

isharm
onie

）
と
し
て
認
識
さ
れ
）
120
（

る
。
連
邦
通

常
裁
判
所
は
、
事
業
者
に
よ
る
建
物
管
理
権
の
行
使
に
つ
い
て
「
通
行
へ
の
公
開
性
」
を
重
視
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
上
級
地
方

裁
判
所
判
決
は
、「
独
占
的
地
位
」
が
な
い
限
り
、
自
由
な
排
除
が
認
め
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
）
121
（

る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
宿
泊
拒
否

決
定
は
、
こ
の
点
で
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
従
来
の
判
断
に
異
議
を
唱
え
た
と
解
さ
れ
）
122
（
る
。

　
な
お
、「
公
開
性
」
と
い
う
基
準
を
定
立
し
つ
つ
、
グ
リ
ュ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
批
判
す
る
宿
泊
拒
否
決
定
に
つ
き
、
ホ
テ
ル
に
は
公
開
性

が
認
定
で
き
な
い
と
し
て
事
案
を
解
決
す
る
余
地
も
あ
る
。
実
際
に
、
宿
泊
拒
否
決
定
の
事
案
に
対
す
る
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
ホ
テ
ル

は
限
定
的
な
訪
問
客
お
よ
び
顧
客
の
み
に
開
か
れ
て
お
り
、
公
開
性
が
存
在
し
な
い
、
と
し
て
い
）
123
（
る
。
し
か
し
、
か
か
る
「
公
開
性
」
の

区
別
（Abgrenzungsproblem

en

）
は
、
一
貫
性
を
欠
き
、
そ
れ
ゆ
え
説
得
力
を
欠
く
と
の
批
判
が
さ
れ
て
い
る
。
メ
ル
ス
ド
ル
フ
は
、

連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
断
に
対
す
る
評
釈
に
お
い
て
、
ス
ー
パ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た

「
公
開
性
」
が
、
ホ
テ
ル
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
「
見
せ
か
け
の
も
の
（gekünstelt

）」
に
す
ぎ
な
い
と
の

疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い
）
124
（
る
。
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3　

社
会
的
権
力
論
と
社
会
的
拘
束
説
の
差
別
化
？

　
以
上
の
、「
独
占
的
地
位
」
と
「
公
開
性
」
の
対
立
は
、
解
決
し
て
い
な
い
。
一
方
で
、
通
行
へ
の
公
開
性
を
認
定
し
な
け
れ
ば
、―

た
と
え
ば
手
荷
物
チ
ェ
ッ
ク
の
事
案
で
問
題
と
な
っ
た
小
売
店
を
含
め

―
極
め
て
広
範
な
局
面
に
お
い
て
、
事
業
者
に
よ
る
恣
意
的
な

排
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
他
方
で
、「
公
開
性
」
要
件
は
、
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
小
売
店
経
営
者
を
拘
束
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ

の
点
、「
独
占
的
地
位
」
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
事
業
者
が
義
務
を
負
う
と
い
う
帰
結
を
疑
問
視
し
、
歯
止
め
と
抑
制

を
も
た
ら
）
125
（
す
。

　
も
っ
と
も
、
本
稿
で
参
照
し
た
社
会
的
拘
束
説
は
、
独
占
的
地
位
を
有
す
る
、
い
わ
ば
「
社
会
的
権
力
」
の
み
に
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
む
し
ろ
、
社
会
的
拘
束
説
と
は
、
当
該
財
産
権
の
対
象
を
必
要
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
他
者
と
の
関
係
で
、
財
産
権
者
が
広
く
負
う

義
務
を
指
し
て
い
た
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
財
産
権
者
の
社
会
的
権
力
の
該
当
性
で
は
な
く
、
問
題
と
な
る
財
が
い
か
な
る
社
会
的

な
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、
非
財
産
権
者
が
ど
の
よ
う
な
必
要
性
を
有
し
て
い
る
か
、
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
私
見
と
し
て
、
社
会
的

拘
束
説
の
詳
細
な
検
討
に
よ
っ
て
、「
独
占
的
地
位
」
要
件
の
修
正
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
）
126
（

く
。

㈡
　「
高
め
ら
れ
た
」
間
接
的
拘
束
の
暫
定
的
擁
護

1　
「
高
め
ら
れ
た
」
間
接
的
拘
束
批
判

―
直
接
的
拘
束
へ
の
接
近
？

　
最
後
に
、「
高
め
ら
れ
た
」
間
接
的
拘
束
が
、
表
向
き
は
「
間
接
的
拘
束
」
を
標
榜
し
な
が
ら
、「
裏
口
」
に
お
い
て
直
接
的
拘
束
を
行

う
に
等
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
学
説
に
よ
る
批
判
に
応
答
す
る
必
要
が
あ
る
。
ス
タ
ジ
ア
ム
決
定
の
判
示
は
、
一
定
の
状
況
に
お

い
て
は
、
基
本
権
に
よ
っ
て
私
人
が

―
国
家
と
同
様
の

―
直
接
的
義
務
を
負
う
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
単
な
る
具
体
的
事
案
の
一
つ

の
処
理
を
超
え
た
射
程
を
有
し
て
い
）
127
（

る
。
こ
の
よ
う
な
「
革
新
（Innovation
）」
は
、
巧
妙
に
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
て
い
）
128
（

る
。
同
様
の

理
解
は
、
フ
ラ
ポ
ー
ト
判
決
の
シ
ュ
ル
ッ
ケ
ビ
ー
ア
裁
判
官
反
対
意
見
も
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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ゴ
ル
ニ
ク
自
身
も
、
こ
の
よ
う
な
批
判
に
意
識
的
で
あ
る
。
実
際
に
彼
は
、「
私
的
管
理
者
に
よ
る
不
当
な
干
渉
は
、
国
家
に
よ
る
侵

害
と
同
じ
く
、
ユ
ー
ザ
ー
の
基
本
権
に
対
す
る
過
剰
侵
害
禁
止
に
限
界
を
持
つ
の
か
、
そ
れ
と
も
、
管
理
者
は
、
私
人
と
し
て
、
私
的
自

治
に
基
づ
き
過
少
保
護
禁
止
の
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
は
い
か
な
る
行
為
を
行
う
こ
と
も
許
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
問
い
を
立
て
て
い

る
）
129
（

。
従
来
の
財
産
権
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
私
的
自
治
に
基
づ
く
決
定
に
よ
り
、
恣
意
的
に
ユ
ー
ザ
ー
な
い
し
は
特
定
の
行
為
態
様
を
財
産

権
者
が
排
除
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ゴ
ル
ニ
ク
は
、
間
接
的
基
本
権
拘
束
を
社
会
的
拘
束
に
よ
り
「
高
め
る
」

戦
略
を
提
示
し
、
私
人
た
る
空
間
の
管
理
者
に
許
容
さ
れ
る
行
為
を
制
限
す
る
受
忍
義
務
を
導
く
。
こ
の
よ
う
な
「
間
接
的
基
本
権
拘
束

の
直
接
的
基
本
権
拘
束
へ
の
接
）
130
（

近
」
に
お
い
て
も
な
お
、「
高
め
ら
れ
た
」
間
接
的
拘
束
と
直
接
的
基
本
権
拘
束
の
間
に
違
い
は
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

2　

財
産
権
に
限
定
さ
れ
た
射
程

　
か
か
る
問
い
に
対
し
、
ゴ
ル
ニ
ク
は
、「
高
め
ら
れ
た
」
間
接
的
拘
束
は
直
接
的
拘
束
と
同
一
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
）
131
（

る
。
両
者
は
た

し
か
に
同
じ
帰
結
を
導
き
う
る
が
、
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
上
は
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
違
い
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
社
会
的
拘
束
に
基
づ

く
「
高
め
ら
れ
た
間
接
的
拘
束
」
論
は
、
そ
の
射
程
が
た
だ
財
産
権
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
で
あ
る
。

　「
高
め
ら
れ
た
間
接
的
拘
束
」
の
射
程
を
限
定
さ
せ
る
の
は
、
基
本
権
体
系
に
お
け
る
財
産
権
の
特
殊
性
で
あ
る
。
財
産
権
は
、
そ
の

内
容
決
定
に
つ
き
国
家
に
依
存
し
た
基
本
権
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
稿
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
他
の
基
本
権
と
異
な
り
、
他
者
の
自

由
を
強
く
制
約
す
る
点
で
社
会
的
拘
束
を
内
包
す
る
。
ゴ
ル
ニ
ク
に
よ
れ
ば
、「
財
産
権
の
社
会
的
拘
束
は
、
基
本
権
体
系
に
お
い
て
無

比
の
規
定
（einzigartig

）
で
あ
り
、
他
の
基
本
権
に
は
適
用
不
可
能
」
な
の
で
あ
）
132
（
る
。

　
財
産
権
者
の
負
う
義
務
に
議
論
の
射
程
を
限
定
し
た
ゴ
ル
ニ
ク
の
構
想
は
、
直
接
的
拘
束
を
広
く
肯
定
す
る
モ
デ
ル
と
は
一
線
を
画
す

る
。
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
他
の
モ
デ
ル
と
は
、
全
て
の
基
本
権
に
連
帯
性
原
則
（Prinzip von Solidarität

）
が
内
在
し
て
い
る
と
す
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る
も
の
で
あ
）
133
（
る
。
も
し
も
、
国
家
と
同
様
の
拘
束
を
概
括
的
に
認
め
る
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
場
合
、
財
産
権
と
い
う
限
定
的
な
局
面
に
限

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
基
本
権
を
一
般
的
に
公
共
の
福
祉
の
も
と
に
置
く
こ
と
と
な
り
、
基
本
権
主
体
の
地
位
そ
の
も
の
を
包
括
的
に
変

更
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
以
上
の
前
提
か
ら
、
ゴ
ル
ニ
ク
は
私
人
へ
国
家
と
同
等
の
義
務
づ
け
を
生
じ
さ
せ
る
「
高
め
ら
れ
た
」
間
接
的
基
本
権
拘
束
と
直
接
的

拘
束
は
異
な
る
も
の
と
結
論
づ
け
る
。
た
し
か
に
財
産
の
使
用
が
特
に
公
共
の
福
祉
に
と
っ
て
の
重
要
性
に
照
ら
し
、
単
な
る
過
少
保
護

禁
止
か
ら
過
剰
侵
害
禁
止
へ
と
審
査
基
準
の
移
行
を
も
た
ら
す
が
、
基
本
権
拘
束
の
地
位
そ
の
も
の
を
当
然
に
変
更
す
る
も
の
で
は
な
）
134
（
い
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
社
会
的
拘
束
説
は
、
し
ば
し
ば
否
定
的
に
検
討
さ
れ
て
き
た
直
接
的
基
本
権
拘
束
と
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立

ち
つ
つ
、
従
来
の
間
接
的
拘
束
の
限
界
を
克
服
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

六
　
む
す
び
に
か
え
て

　
本
稿
で
は
、
私
人
が
管
理
す
る
公
共
空
間
に
お
い
て
、
管
理
者
の
財
産
権
に
基
づ
く
自
由
権
行
使
の
恣
意
的
な
排
除
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
を

保
護
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
社
会
的
拘
束
論
か
ら
財
産
権
者
の
受
忍
義
務
の
導
出
を
試
み
た
。

　
社
会
的
拘
束
説
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
拘
束
は
財
産
権
に
内
在
す
る
。
財
産
権
は
、
個
人
の
人
格
的
発
展
に
不
可
欠
な
権
利
と
さ
れ
る
一

方
、
こ
の
保
障
に
よ
り
、
非
財
産
権
者
の
自
由
の
縮
減
と
不
可
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
財
産
権
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
解
決
す
る
た
め
に
、

財
産
権
者
に
対
し
て
、
財
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
義
務
が
課
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
高
度
の
義
務
が
課
さ
れ
る
の
は
、
公
開
に
よ
り
高

い
社
会
的
連
関
を
有
す
る
財
産
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
財
産
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
公
共
空
間
の
所
有
者
は
、
恣
意
的
な
排
除
権
の

行
使
が
禁
止
さ
れ
、
個
別
の
排
除
に
つ
き
「
実
質
的
理
由
」
に
よ
る
正
当
化
が
求
め
ら
れ
る
。「
実
質
的
理
由
」
が
要
求
さ
れ
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
示
の
よ
う
に
、
所
有
者
の
「
独
占
的
地
位
」
を
要
求
す
る
立
場
も
根
強
い
。
し
か
し
、
社
会
的
拘
束
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説
か
ら
は
、
財
の
独
占
性
で
は
な
く
、
財
の
持
つ
社
会
的
機
能
と
、
当
該
財
を
必
要
と
す
る
他
者
の
利
益
を
顧
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
点
で
、
修
正
可
能
性
を
説
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
広
く
財
産
権
者
へ
の
義
務
づ
け
を
認
め
る
社
会
的
拘
束
説
は
、
そ
の
射
程
を
、

社
会
的
拘
束
を
内
在
す
る
財
産
権
と
い
う
特
殊
な
基
本
権
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
接
的
拘
束
を
た
だ
ち
に
導
く
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
も
っ
と
も
、
社
会
的
拘
束
も
無
制
限
で
は
な
い
。
管
理
者
が
、
財
の
実
質
の
保
持
、
さ
ら
に
は
他
の
ユ
ー
ザ
ー
の
安
全
と
い
っ
た
利
益

を
顧
慮
す
る
こ
と
も
ま
た
、
管
理
権
に
含
ま
れ
る
。
社
会
的
拘
束
の
限
界
に
関
す
る
具
体
的
検
討
は
、
筆
者
に
課
さ
れ
た
次
な
る
課
題
で

あ
る
。〔

付
記
〕　
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（21J11836

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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n
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d
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P
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erer, Verfassungsstaat auf D

iät?, JZ 1996, 1042 

（1049

）. 

ほ
か
、
私
化
の
類
型
に
つ
い
て
、H

ubertus G
ersdorf, 

Privatisierung öffentlicher Aufgaben, JZ 2008, 831; G
regor Kirchhof, Rechtsfolgen der Privatisierung, AöR 2007, 215. 

私
化
に

関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
、Jörn A

xel Käm
m
erer, Privatisierung: Typologie, D

eterm
inanten, Rechtspraxis, Folgen, 2001; 

W
olfgang W

eiß, Privatisierung und Staatsaufgaben, 2002. 
な
お
、
従
来
、
国
家
に
よ
り
担
わ
れ
て
い
た
「
公
的
安
全
」
も
私
化
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、A

lbert Krölls, Privatisierung der öffentlichen Sicherheit in Fußgängerzonen?, N
V
w
Z 1999, 

233.

（
12
）  Käm

m
erer （Anm

. 11

）, Verfassungsstaat auf D
iät?, S. 1049.

（
13
）  Ebd.
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（
14
）  Christian Calliess, D

ie grundrechtliche Schutzpflicht im
 m

ehrpoligen Verfassungsrechtsverhältnis, JZ 2006, 321 （323

）. 

過
少

保
護
禁
止
は
、
も
と
は
カ
ナ
ー
リ
ス
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
。Claus-W

ilhelm
 Canaris, G

rundrechte und Privatrecht, AcP 1984, 201.

な

お
、
カ
リ
ー
ス
へ
の
応
答
と
し
て
、Felix Ekardt, Die M

ultipolarität der Freiheit, JZ 2007, 137: Jürgen Schwabe, Ü
ber Grundpflichtm

ythen, 
Abstraktionitis und Ü

berproduktion in der G
rundrechtsdogm

atik, JZ 2007, 135. 

こ
れ
に
対
す
る
カ
リ
ー
ス
自
身
の
応
答
と
し
て
、

Christian Calliess, Schlußw
ort, JZ 2007, 140. 

カ
リ
ー
ス
と
そ
れ
に
対
す
る
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
の
批
判
を
引
用
し
な
が
ら
、
保
護
義
務
へ
の
比

例
原
則
の
適
用
に
つ
い
て
批
判
的
検
討
を
す
る
も
の
と
し
て
、W
olfram

 Crem
er, D

ie Verhältnism
äßigkeitsprüfung bei der grundrech-

tlichen Schutzpflicht, D
Ö
V
 2008, 102. 

ケ
ン
メ
ラ
ー
ら
の
業
績
を
参
照
し
つ
つ
保
護
義
務
に
お
け
る
立
法
者
の
評
価
の
余
地
に
つ
き
論
じ
る

も
の
と
し
て
、M

arkus M
östl, Problem

e der verfassungsprozessualen G
eltendm

achung gesetzgeberischer Schutzpflichten, D
Ö
V
 

1998, 1029.

（
15
）  Calliess （Anm

. 14
）, D

ie grundrechtliche Schutzpflicht, S. 324.

（
16
）  Ebd.

（
17
）  

過
剰
侵
害
禁
止
原
則
に
よ
り
国
家
の
侵
害
に
対
し
て
課
さ
れ
る
限
界
と
、
過
少
保
護
禁
止
原
則
に
よ
り
課
さ
れ
る
ミ
ニ
マ
ム
な
保
護
を
同
視
す

る
も
の
と
し
て
、Karl-Eberhard H

ain, D
er G

esetzgeber in der Klem
m
e zw

ischen Ü
berm

aß- und U
nterm

aßverbot?, DV
Bl 1993, 

982 （983

）.

（
18
）  

た
と
え
ば
、
ク
リ
ゾ
ー
ア
゠
ヴ
ィ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
は
、
私
有
地
に
お
け
る
集
会
の
保
護
を
肯
定
す
る
が
、
代
替
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
存
在
す
る

場
合
に
は
集
会
の
実
施
は
禁
止
さ
れ
る
と
説
く
。Katharina Krisor-W

ietfeld, Rahm
enbedingungen der G

rundrechtsausübung, 2016, 
262.

（
19
）  Käm

m
erer （Anm

. 11

）, S. 1049. 

な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
論
の
包
括
的
な
比
較
研
究
と
し
て
、Thom

as G
iegerich, 

Privatw
irkung der G

rundrechte in den U
SA, 1992.

（
20
）  

な
お
、H

ausrecht

の
訳
語
に
つ
き
、
た
と
え
ば
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
ヴ
ォ
ル
フ
、
マ
リ
ー
ナ
・
ヴ
ェ
レ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
著
（
大
場
浩
之
、
水
津

太
郎
、
鳥
山
泰
志
、
根
本
尚
徳
訳
）『
ド
イ
ツ
物
権
法
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）
一
六
頁
（
第
一
章
§2

　Rn. 5

）
に
よ
れ
ば
、「
建
物
不
可

侵
権
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
不
可
侵
権
」
と
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
一
つ
の
解
釈
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
本
書
自
身
が

「
公
衆
に
開
か
れ
た
場
所
」
に
つ
い
て
は
立
入
り
拒
絶
に
実
質
的
理
由
を
求
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
「
建
物
管

理
権
」
と
訳
す
こ
と
と
し
た
。
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（
21
）  M

artin Prothm
ann, D

ie W
ahl des Versam

m
lungsortes, 2013, S. 76.

（
22
）  Prothm

ann （Anm
. 21

）, S. 81.
（
23
）  Prothm

ann （Anm
. 21

）, S. 80.
（
24
）  Johannes D

ietlein, D
ie Eigentum

sfreiheit und das Erbrecht, in: Klaus Stern, Staatsrecht IV
/ 1. 2006, 2126 （2179 ff.

）.
（
25
）  
訳
文
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
20
）・
ヴ
ォ
ル
フ
／
ヴ
ェ
レ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
、
六
〇
九
頁
お
よ
び
六
二
四
頁
を
参
照
し
た
。

（
26
）  Prothm

ann （Anm
. 21

）, S. 94.

（
27
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 330.

（
28
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 359.

（
29
）  Prothm

ann （Anm
. 21

）, S. 94.

（
30
）  Käm

m
erer （Anm

. 11
）, S. 1049.

（
31
）  Ebd.

（
32
）  G

ornik 

（Anm
. 9

）, S. 336. 
な
お
、
本
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
屋
外
集
会
に
つ
き
法
律
に
よ
る
制
約
を
認
め
て
い
る
基
本
法
八
条
二
項

と
民
法
規
定
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、A

riane Berger, 

§§903 S 1, 1004 BG
B als »G

esetz« im
 Sinne von Art 8 II G

G, JA 
2013, 279.

（
33
）  

瀧
川
裕
英
は
、
移
動
の
要
素
を
「
移
動
そ
れ
自
体
」「
消
極
的
移
動
」「
積
極
的
移
動
」
に
分
け
る
。
本
稿
の
よ
う
に
移
動
不
可
能
財
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
問
題
と
な
る
本
稿
の
問
題
関
心
に
従
え
ば
、「
積
極
的
移
動
」
の
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
参
照
、
瀧
川
裕
英
「
3
つ
の
移
動
概

念
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
九
八
号
（
二
〇
二
一
年
）
三
七
頁
以
下
。

（
34
）  

本
稿
の
射
程
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
空
間
に
も
波
及
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
従
来
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
私
人
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
恣
意
的

な
排
除
の
規
制
に
つ
き
、
そ
の
理
由
づ
け
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
は
そ
の
説
明
の
示
唆
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
近
時
、
ス

ポ
ー
ツ
法
と
の
関
係
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
規
制
に
つ
い
て
示
唆
し
た
も
の
と
し
て
、
早
川
吉
尚
・
興
津
征
雄
・
南
野
森
「
特
別
座
談
会
〈
前
編
〉
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
考
え
る
ス
ポ
ー
ツ
と
法
」
法
学
教
室
四
八
九
号
（
二
〇
二
一
年
）
七
七
頁
﹇
興
津
発
言
﹈。

（
35
）  BVerfG

E 128, 226 （248

）.

（
36
）  BVerfG

E 128, 226 （249

）.

（
37
）  Tristan Barczak, Konstitutionalisierung der Privatrechtsordnung, in: Fabian Scheffczyk/ Kathleen W

olter 

（H
rsg.

）, Linien 
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der Rechtsprechung des Bundesverfassungsgerichts, Bd.4, 2017, 114.

（
38
）  BVerfG

E 128, 226 （275

）.
（
39
）  Jens A

ndreas Sickor, D
ie N

otw
ehrfährigkeit einer Zutrittsverw

eigerung durch Türsteher, JU
RA 2008, 14 （17f.

）.
（
40
）  
な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
財
産
権
に
お
い
て
は
、
所
有
権
者
の
排
除
権
に
対
し
て
非
所
有
者
が
対
抗
で
き
る
場
合
と
し
て
、
連
邦
・
州
の
差
別
禁
止

法
の
制
定
の
ほ
か
、
同
意
（consent

）
の
存
在
す
る
場
合
、
公
序
（public policy

）
に
よ
り
立
ち
入
り
が
要
請
さ
れ
る
場
合
に
加
え
、
緊
急
避

難
（necessity

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
男
性
が
、
冬
の
凍
え
る
よ
う
な
寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
に
私
人
が
管

理
す
る
複
合
施
設
に
立
ち
入
り
、
ヒ
ー
タ
ー
の
そ
ば
で
寝
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
不
法
侵
害
の
告
発
に
つ
い
て
緊
急
避
難
の
成
立
を
認
め
た
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
最
高
裁
のCom

m
onw

ealth v. M
agadini

判
決
（52 N.E. 3d 1041

（M
ass. 2016

））
が
知
ら
れ
て
い
る
。Jo

seph 
W

illia
m S

in
g

er, B
eth

a
n

y R. B
erg

er, N
esto

r M
. D

av
id

so
n, E

d
u

a
rd

o M
o

isés P
eñ

a
lv

er, P
ro

perty L
aw: R

u
les, P

o
licies, a

n
d 

P
ractices, 3 -24 （7th ed. 2017

）.

（
41
）  

前
掲
注
（
20
）、
ヴ
ォ
ル
フ
／
ヴ
ェ
レ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
、
四
六
二
頁
参
照
。

（
42
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 330.

（
43
）  BVerfG

 

（K

）, N
JW

 2019, 3769; JZ 2019, 1103. 

連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
に
関
す
る
評
釈
と
し
て
、M

ichael G
rünberger/ Jerm

aine 
W

ashington, JZ 2019, 1104. Stefan M
uckel, D

rittw
irkung der G

rundrechte: H
ausverbot für rechtsgerichteten Politiker in einem

 
H
otel, JA 2019, 956. 

ま
た
、
同
事
案
に
関
す
る
上
級
地
方
裁
判
所
（O

LG

）
の
判
断
（O

LG
 Brandenburg, U

rt. v. 18. 4. 2011 - 1 U
 

4/10

）
に
つ
き
、O

LG
 Brandenburg, N

JW
-RR 2011, 890. 

ま
た
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
断
に
つ
き
、BG

H
, U

rt. v. 9. 3. 2012 - V
 ZR 

115/11; JZ 2012, 686 

（m
it Anm

erkung von O
liver M

örsdorf

）= N
JW

 2012, 1725; Rom
an Lehner, G

rundrechtsproblem
e im

 
W

ellness-H
otel, N

V
w
Z 2012, 861.

（
44
）  BG

H
, N

JW
 2012, 1725 （1726

）. 

（
45
）  O
liver M

örsdorf, Anm
erkung, JZ 2012 688 （689

）.

（
46
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 331; A
rbeitskreis Versam

m
lungsrecht, M

usterentw
urf eines Versam

m
lungsgesetzes, 2011, S. 60 ff.

（
47
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 331.

（
48
）  Gornik （Anm

. 9

）, S. 337. 

基
本
権
放
棄
に
関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
、Rauni Aham

m
er, Der Grundrechtsverzicht als dogm

atische 
Kategorie, 2017; G

erhard Spieß, D
er G

rundrechtverzicht, 1997; Knut Fieß, D
er Verzicht auf G

rundrechte, 1969. 

そ
の
他
の
論
文
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と
し
て
、A

lbert Bleckm
ann, Problem

e des G
rundrechtsverzichts, JZ 1988, 57; Philipp S. Fischinger, D

er G
rundrechtsverzicht, 

JuS 2007, 808; Jost Pietzcker, D
ie Rechtsfigur des G

rundrechtsverzichts, D
er Staat 1978, 527.

（
49
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 337.
（
50
）  M

arsh v. Alabam
a, 326 U. S. 501 （1946

）.
（
51
）  M

arsh, at 506.

（
52
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 262.

（
53
）  Spieß （Anm

. 48

）, S. 82 f.

（
54
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 263.

（
55
）  Fischinger （Anm

. 48

）, S. 809.

（
56
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 264.

（
57
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 265.

（
58
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 265.

（
59
）  G

uido Christensen, Taschenkontrolle im
 Superm

arkt und H
ausverbot ‒ BG

H
Z 124, 39, JuS 1996, 873.

（
60
）  Christensen （Anm

. 59

）, S. 876.

（
61
）  Sickor （Anm

. 39

）, S. 17.

（
62
）  Sickor （Anm

. 39

）, S. 17; Christensen （Anm
. 57

）, S. 874.

（
63
）  A

rbeitskreis Versam
m
lungsrecht （Anm

. 44
）, S. 63.

（
64
）  

訳
語
に
つ
き
、
ボ
ー
ド
・
ピ
エ
ロ
ー
ト
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
リ
ン
ク
、
ト
ル
ス
テ
ン
・
キ
ン
グ
レ
ー
ン
、
ラ
ル
フ
・
ポ
ッ
シ
ャ
ー
著
、
永

田
秀
樹
、
倉
田
原
志
、
丸
山
敦
裕
訳
『
現
代
ド
イ
ツ
基
本
権
　
第
2
版
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
九
年
）
四
七
三
―
四
七
四
頁
を
参
照
し
た
。

（
65
）  

ド
イ
ツ
の
財
産
権
に
つ
き
、
邦
語
論
文
と
し
て
、
平
良
小
百
合
『
財
産
権
の
憲
法
的
保
障
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。
ド
イ
ツ
語
論

文
と
し
て
、
脚
注
で
個
別
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、Jürgen Eschenbach, D

er verfassungsrechtliche Schutz des Eigentum
s, 1996. 

社

会
的
拘
束
に
つ
い
て
、W

alter Leisner, Sozialbindung des Eigentum
s, 1972.

（
66
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 291.

（
67
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 287.



公共空間の私化と「財産権の社会的拘束」

233

（
68
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 291; D
ietlein （Anm

. 24

）, S. 2226 f.

（
69
）  O

tto Kim
m
inich, D

as G
rundrecht auf Eigentum

, JuS 1978, 217 （221

）.
（
70
）  Rudolf W

endt, Eigentum
 und G

esetzgebung, 1985, S. 303.
（
71
）  W

endt 

（Anm
. 70

）, S. 306. 

こ
の
ほ
か
、
社
会
的
拘
束
が
「
倫
理
的
規
定
（ein ethischer Appel

）」、
す
な
わ
ち
訓
示
規
定
に
す
ぎ
な
い

の
か
に
つ
き
議
論
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
法
規
範
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。W

endt （Anm
. 70

）, S. 390.

（
72
）  BVerfG

E 20, 351 （361

）.

（
73
）  BVerfG

E 56, 249 （260

）.

（
74
）  H

orst Joachim
 M

üller, Enteignung zw
ischen Allgem

ein- und Individualinteresse, N
JW

 1981, 1254 （1255

）.

（
75
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 293.

（
76
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 318.

（
77
）  

た
し
か
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
社
会
的
拘
束
論
を
継
受
し
よ
う
と
す
る
代
表
的
論
者
だ
が
、
唯
一
の
論
者
で
は
な
い
。
一
例

と
し
て
、Rebecca Lubens, The Social O

bligation of Property O
wnership: A

 Com
parison of G

erm
an and U

. S. Law, 24 A
riz.  

J. In
t

’L &
 C

o
m

p. L. 389 

（2007
）; M

enachem
 M

autner, Property and the O
bligation to Support the Conditions of H

um
an  

Flourishing, 45 L
aw &

 S
o

c. In
q

u
iry, 521 

（2020

）; M
a

ry A
n

n G
len

d
o

n, R
ig

h
t

’s T
a

lk: T
h

e Im
po

v
erish

m
en

t o
f P

o
litic

a
l  

D
isco

u
rse 39 （1993

）.

（
78
）  G

reg
o

ry S. A
lexan

d
er, T

h
e G

lo
bal D

ebate o
v

er C
o

n
stitu

tio
n

al P
ro

perty: L
esso

n
s fo

r A
m

erican T
akin

g
s Ju

rispru
d

en
ce 

99 -100 （2006

）.

（
79
）  Id. at 27 f.

（
80
）  G

reg
o

ry S. A
lexan

d
er, P

ro
perty an

d H
u

m
an F

lo
u

rish
in

g 40 （2018

）.

（
81
）  

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
が
引
用
す
る
も
の
と
し
て
、Charles Taylor, A

tom
ism

, in 2 T
aylo

r, P
h

ilo
so

ph
ical P

apers 187 -210 （1985

）. 

同
じ

く
文
化
に
着
目
す
る
も
の
と
し
て
、
山
本
健
人
「『
カ
ナ
ダ
の
多
文
化
主
義
』
に
基
づ
く
憲
法
解
釈
の
一
側
面

―
信
教
の
自
由
に
お
け
る
『
承

認
』
の
原
理
を
中
心
に
」
法
学
政
治
学
論
究
一
〇
七
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
一
頁
以
下
。

（
82
）  G

regory S. Alexander, The Social-O
bligation N

orm
 in A

m
erican Property Law, 94 C

o
rn

ell L. R
ev. 745, 776 （2009

）.

（
83
）  Id. at 790.
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（
84
）  ALEXAN

D
ER, supra note 80, at 45.

（
85
）  Peter H

äberle, Arbeit als Verfassungsproblem
, JZ 1984, 350.

（
86
）  A

lexan
d

er, supra note 78, at 112.
（
87
）  BVerfG

E 24, 367. 

邦
語
評
釈
と
し
て
、
柏
崎
敏
義
「
法
律
に
よ
る
公
用
収
用
と
正
当
な
補
償

―
ハ
ン
ブ
ル
ク
堤
防
整
備
法
判
決
」
ド
イ
ツ

憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
（
第
2
版
）』（
信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
）
三
〇
八
頁
。

（
88
）  BVerfG

E 24, 367 （389

）。

（
89
）  Jan H

enrik Klem
ent, W

as schützt der Schutz des Eigentum
s?, in: H

eike Jochum
, M

ichael Elicker, Steffen Lam
pert und  

Roberto Bartone, Freiheit, G
leichheit, Eigentum

 ‒ Ö
ffentliche Finanzen und Abgaben, Festschrift für Rudolf W

endt, 2015, 221.

（
90
）  A

lexan
d

er, supra note 80, at 59.

（
91
）  Klem

ent （Anm
. 89

）, S. 221.

（
92
）  Ebd.

（
93
）  A

lexan
d

er, supra note 80, at 52 -53.

（
94
）  Id. at 59.

（
95
）  Id. at 60.

（
96
）  BVerfG

E 37, 132.

（
97
）  BVerfG

E 37, 132 （140

）.

（
98
）  BVerfG

E 37, 132 （141

）.

（
99
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 291.

（
100
）  G

ornik 

（Anm
. 9

）, S. 303. 

近
時
、
物
理
的
空
間
の
み
な
ら
ず
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
へ
と
拡
張
す
る
議
論
が
あ
る
（Christian M

öhlen, 
D
as Recht auf Versam

m
lungsfreiheit im

 Internet, M
M

R 2013, 221.

）。
こ
う
し
た
主
張
は
、
意
見
表
明
の
自
由
と
異
な
り
、
集
会
の
自

由
に
と
り
わ
け
手
厚
い
物
理
的
空
間
の
保
障
を
要
す
る
、
集
会
の
自
由
の
意
義
を
相
対
化
さ
せ
る
た
め
、
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
る
。

も
っ
と
も
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
が
私
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
現
在
、
興
味
深
い

示
唆
を
含
む
。

（
101
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 305. 

な
お
、
レ
ン
ス
キ
（Sophie-Charlotte Lenski
）
は
、
公
的
主
体
の
管
理
す
る
公
共
空
間
を
そ
の
射
程
と
し
つ
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つ
も
、
公
共
空
間
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
生
存
配
慮
」
の
た
め
の
空
間
的
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
位
置
づ
け
る
。Sophie-Charlotte Lenski, 

D
er öffentliche Raum

 als kom
m
unale Einrichtung, JuS 2012, 984 （988

）.
（
102
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 332.
（
103
）  A

rbeitskreis Versam
m
lungsrecht （Anm

. 46

）, S. 63.
（
104
）  BVerfG

E, 21, 73 （82 f.

）.

（
105
）  D

ietlein （Anm
. 24

）, S. 2232.

（
106
）  Jochen Rozek, D

ie U
nterscheidung vom

 Eigentum
sbindung und Enteignung, 1998, 268.

（
107
）  Prothm

ann （Anm
. 21

）, S. 91.

（
108
）  BVerfG

E, 148, 267 （284

）.

（
109
）  BG

H
, U

rteil vom
 3. 11. 1993 ‒ V

III ZR 106/ 93 （Frankfurt.a.M
.

）.

（
110
）  BG

H
, U

rteil vom
 14. 4. 1965 - I b ZR 72/63 （H

am
m

）= N
JW

 1965, 1527 （„W
arnschild

“）; BG
H
, U

rteil vom
 18. 5. 1966 ‒ I 

b ZR 60/ 64 （Köln

）= N
JW

 1966, 1558 （„H
ausverbot I

“）; BG
H
, U

rteil vom
 13. 7. 1979 ‒ I ZR 138/ 77 （KG

）= N
JW

 1980, 700 

（„H
ausverbot II

“）. 

こ
の
う
ち
、
最
初
の
判
決
は
、
警
告
の
掲
示
が
競
争
秩
序
に
反
す
る
効
果
を
有
す
る
場
合
に
は
そ
の
掲
示
自
体
が
違
法
で

あ
る
、
と
説
く
点
で
注
目
に
値
す
る
。

（
111
）  BG

H
, N

JW
 1966, 1558 （1559

）.

（
112
）  

同
様
の
指
摘
と
し
て
、Jens Kersten/ Florian M

einel, G
rundrechte in privatisierten öffentlichen Räum

en, JZ 2007, 1127.

（
113
）  A

ndreas Fischer-Lescano/ A
ndreas M

aurer, G
rundrechtsbindung von privaten Betreibern öffentlicher Räum

e, N
JW

 2006, 
1393 （1395

）.

（
114
）  Fischer-Lescano/ M

aurer （Anm
. 113

）, S. 1396.

（
115
）  M
ichael G

rünberger, Personale G
leichheit, 2013, 807. 

ま
た
、
グ
リ
ュ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
業
績
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、A

ndreas 
Kulick, H

orizontalw
irkung im

 Vergleich, 2020, 415 ff. 

（
116
）  Eduard Picker, Antidiskrim

inierungsgesetz ‒ D
er Anfang vom

 Ende der Privatautonom
ie?, JZ 2002, 880. 

そ
の
ほ
か
、
私
法
に

お
け
る
差
別
か
ら
の
保
護
に
つ
き
、M

atthias Jestaedt, D
iskrim

inierungsschutz und Privatautonom
ie, V

VDStRL 2005, 298 ; G
abriele 

Britz, D
iskrim

inierungsschutz und Privatautonom
ie, V

V
D
StRL 2005, 355 ; D

irk Looschelders, D
iskrim

inierung und Schutz vor 
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D
iskrim

inierung im
 Privatrecht, JZ 2012, 105 ; Karl Riesenhuber, Privatautonom

ie und D
iskrim

inierungsverbote, in : Karl  
Riesenhuber/ Yuko N

ishitani 

（H
rsg.

）, W
andlungen oder Erosion der Privatautonom

ie ?, Shriften zum
 Europäischen und  

internationalen Privat-, Bank-, und W
irtschaftsrecht, Bd.23, 19.

（
117
）  BVerfG

E 148, 267 （283

） = N
V
w
Z 2018, 813 （m

it Anm
erkung von A

m
élie H

eldt

）; M
ichael Sachs, G

rundrechte : Ausstrah-
lungsw

irkung von Art. 3 I G
G
 auf das Privatrecht, JuS 2019, 89. 

ま
た
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
断
に
つ
き
、BG

H
, 30. 10. 2009 —

 
V
 ZR 253/08.= JZ 2010, 249 （m

it Anm
erkung von D

iethlem
 Klesczewski

）.

（
118
）  G

rünberger/ W
ashington （Anm

. 43

）, S. 1107.

（
119
）  G

rünberger （Anm
. 115

）, S. 824 ff.

（
120
）  Christensen （Anm

. 59

）, S. 875.

（
121
）  O

LG
 Celle, Beschluß vom

 22. 7. 1971 ‒ 13 W
 93/ 71 = O

LG
Z 1972, 281 （282

）.

（
122
）  Tobias von Bressensdorf, D

as private „H
ausrecht

“, 2020, 168.

（
123
）  BG

H
 （Anm

. 43

）, JZ 2012, 686 （688

）.

（
124
）  

同
様
の
指
摘
と
し
て
、Elke G

urlit, H
otelverbot für Rechtsextrem

isten, N
ZG

 2012, 698 （699

）.

（
125
）  M

atthias Ruffert, Privatrechtsw
irkung der G

rundrechte: Von Lüth zum
 Stadionverbot ‒ und darüber hinaus?, JuS 2020, 1 

（4

）.

（
126
）  

な
お
、
グ
リ
ュ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
財
産
権
の
大
家
で
あ
る
シ
ン
ガ
ー
（Joseph W

illiam
 Singer

）
の
業
績
（Joseph W

illiam
 

Singer, N
o Right to Exclude: Public A

ccom
m
odations and Private Property , 90 N

W
. U. L. R

ev. 1283 

（1996

）.

）
を
引
用
し
つ
つ
、

「
旧
き
良
き
コ
モ
ン
ロ
ー
」
に
お
い
て
、
業
種
や
独
占
的
地
位
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
衆
に
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
は
み
な
恣

意
的
な
排
除
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。G

rünberger （Anm
. 115

）, S. 167 ff.

（
127
）  Fabian M

ichl, Situativ staatsgleiche G
rundrechtsbindung privater Akteure, JZ 2018, 910 （912 ff

）. 

同
様
の
批
判
を
行
う
も
の
と

し
て
、A

lexander H
ellgardt, W

er hat Angst vor der unm
ittelbaren D

rittw
irkung?, JZ 2018, 901; Christoph Sm

ets, D
ie Stadion-

verbotsentscheidung des BVerfG
 und die U

m
w
älzung der G

rundrechtssicherung auf Private, N
V
w
Z 2019, 34 

（37

）; Sim
on 

Jobst, Konsequenzen einer unm
ittelbaren G

rundrechtsbindung Privater, N
JW

 2020, 11. 

ま
た
、
間
接
効
力
説
と
近
時
の
判
例
に
つ

き
、Jörg N

euner, D
as BVerfG

 im
 Labyrinth der D

rittw
irkung, N

JW
 2020, 1851. 

以
上
の
論
稿
と
同
じ
く
、
法
律
に
よ
る
私
人
へ
の
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義
務
付
け
を
提
唱
す
る
も
の
と
し
て
、Stefan M

uckel, W
andel des Verhältnisses von Staat und G

esellschaft ‒ Folgen für G
run-

drechtstheorie und G
rundrechtsdogm

atik, V
V
D
StRL 2020, 245. 

さ
ら
に
、
局
面
は
異
な
る
が
、
私
人
に
対
す
る
義
務
づ
け
が
直
接
的
拘

束
に
等
し
い
と
の
指
摘
を
行
う
も
の
と
し
て
、H

orst Sendler, U
nm

ittelbare D
rittw

irkung der G
rundrechte durch die H

intertür?, 
N
JW

 1994, 709.
（
128
）  M

ichl （Anm
. 127

）, S. 916.

（
129
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 359.

（
130
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 359.

（
131
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 324; S. 359.

（
132
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 375; S. 324.

（
133
）  

ゴ
ル
ニ
ク
が
参
照
す
る
業
績
と
し
て
、U

we Volkm
ann, Solidarität- Program

m
 und Prinzip der Verfassung, 1998.

（
134
）  G

ornik （Anm
. 9

）, S. 363.
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門
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美
貴
（
か
ど
た
　
み
き
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所
属
・
現
職
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應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
　
　
　
　
　
日
本
学
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振
興
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特
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研
究
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）

　
　
　
　
　
　
清
和
大
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法
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部
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科
非
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勤
講
師

最
終
学
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慶
應
義
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大
学
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学
院
法
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研
究
科
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博
士
課
程

所
属
学
会
　
　
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
、
比
較
憲
法
学
会
、
日
本
法
政
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会
、
憲
法
理
論
研
究
会

専
攻
領
域
　
　
憲
法

主
要
著
作
　
　「
集
会
の
『
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政
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一
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（
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）
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地
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権
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（
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